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を持たせる和歌の修辞法であり︑その一方の意味が景物で︑いま一方は人事︑つまり人間の感情や行動 表す内容である場合が多い︒このような景物と人事と 組み合わせは 現代日本語訳と外国語においても直喩として翻訳︑説明されている場合が圧倒的に多い
（
1）︒










補って翻訳︑説明した場合︑その結果として︑その本質が伝わらないのではないかという大きな疑問が生じる︒そうした問題意識を持ちつつ本稿を進めていきたい︒しかし 前に︑先学論者 掛詞についての多方面からの論を概観 い︒　
掛詞については早くも時枝誠記氏が論じており︑掛詞の両方の文
脈は論理的関係ではなく︑観念的関係にあることを指摘し︑掛詞の成立に欠かせな 条件として ひとつの核心となる語と外皮となる語があり︑その中間に他 語が包含される﹁入子型構造﹂ いう日本語の構造形式をあげて る
（
3）︒掛詞の両文脈の間に︑論理的な関連
がないとしても︑観念的な ながり あるため︑音声が共通す のみでは いうこと なる︒　
掛詞の構造や分類の観点から︑神尾暢子氏は﹃古今集﹄ 掛詞︑
































草もかれぬ﹂のような修辞を掛詞とは呼ばず︑意義の異なる語音並置である﹁異語反復 と理解する︒また︑柿本 が連鎖型の掛詞ととらえた︑ ﹁このめもはるの雪ふれば﹂
（ ﹃古今集﹄九）
のような表



































事象を意味づけ関連させていく言葉の力﹂という側面から掛詞について論じており︑景物と人事の文脈との間に内容的な関係もあると論証する︒この観点からの論述によると︑掛詞は︑景物の部分が人事の部分を含む とによって︑人事の部分の性質も付与されるというはたらきがあ た えば ﹁おほかたはわが名もみなとこぎいでなむ世をうみべたに見るめすくなし﹂
（ ﹃古今集﹄六六九）
歌の﹁う
みべた﹂は﹁見るめすくなし﹂によって憂いに満ちた存在 なる︒また︑ ﹁見るめなきわが身 うらとしらねばやかれなであま あしたゆくくる﹂
（ ﹃同﹄六二三）
では︑ ﹁うら﹂は海松布が少ない場所で















































性質の面からも掛詞を検討し︑掛詞の表現形式を五種類 分類する︒また︑西洋の多くの国の︑複数の言語で詠まれた詩 検討し︑その中の掛詞と類似する表現方法 して語呂合わせをあげる︒しかこのような共通する表現技法があるという指摘にとどまらず︑掛詞を韻としてとらえることに論を進め ︒ようす に︑掛詞の一句の中の位置は︑句頭 は二番目の語ないし語群に見られることが圧倒的に多いというこ に注目 ︒その後︑外国 詩歌にあ 多種多様な韻と比較し︑掛詞 二つの意味が同じ音列に含まれていることは︑世界中 他に類例 ない﹁合わせ韻﹂または﹁一括韻﹂ みなされる と結論付ける︒つまり︑ つ 音からなり 意味とは無関係にその二音が互 に呼応して反響する いう点で韻と共通するという論述である︒また︑掛詞が 来 いた ︑韻の多くの種類の中で句頭韻に相当する 小林氏は述べ ︒こ 見解を踏まえて︑掛詞 外国語訳は︑翻訳和歌に韻を踏 せ 形で訳出︑反映できるとも考えら かもしれないが︑そ ため は韻の和歌翻訳における特殊な概念 導入が必要で︑どの場合に韻を踏ん
で訳出するのかを説明し︑翻訳をその基準に統一して行うことが望ましいため︑実際には困難であろう︒ 他︑掛詞の両方の部分の間に内容的︑概念的な関連もあり︑単なる音声のつながりではないという点で韻と大きく異 るといわざるをえない︒　
以上の掛詞に関する先学論から︑掛詞などの同音異義の表現に基























の種類を三つに分け︑前 とりあげた柿本奨氏のいう連鎖型 掛詞に相当する種類について ﹁こ 場合︑詩文の前半は論理的な終わりがなく︑後半は論理的な始まりがない
（
15）﹂と述べる︒つまり︑和歌




n the salt ocean of m
y tears for thee
M
y pillow











































































集﹄ ︑ ﹃百人一首﹄所載 歌 対象と ︑英訳があるものと て﹃大和物語 と﹃かげろふ日記﹄の例も参照した︒それぞれ歌番号で示すと次のとおりである︒




























































as cry the w
arblers perching
on each jointed bam






































ill I conceal our love:
m
y m
ind is fixed to m














景と長く恋人と一緒にいるという人事の文脈が展開する︒しかし︑ホンダ氏の翻訳では︑景物の文脈である川 情景は省略されている︒この歌のふたつの文脈 内容的に結びつけにくいが︑いうまでもなく︑一方の文脈が訳出されな こと よって︑内容的な欠落が生じているといわざるを得ない︒　
また︑数量としてこの訳出方法の例が二位を占めるものの︑訳出












Soll ich den w
egen
der einen N
acht, die kurz w
ie
　　




in Liebe bis zum























der flüchtige Schlaf des 







der flüchtige Schlaf ﹂の日本語の意味
として﹁うたた寝﹂と注記する︒景物に人事に関わる内容を持ち込むという方法は興味深い︒葦が﹁うたた寝﹂や﹁仮寝﹂をするといういい方は一見不自然に見えるが︑たとえば︑葦の 刈根 が水の下に潜んでいるという情景を想像し︑その﹁刈根﹂は次の年の春に角つの
ぐむことを待って眠っていると考えるならば︑擬人法によって︑




















































































I shall not hear that
this is the day you set out––
①cutting us apart
like scissors through C
hinese cloth––

















つ﹂と﹁立つ﹂という両方の意味が︑二人が離れることを衣の地がはさみで断ち切られることにたとえる形で訳出される︒また︑傍線部②では︑露が消えるこ と詠歌主体が悲しさで消えてしまいそうになることが直喩 して訳出されている︒歌の前半の掛詞は極めて翻訳しにくく︑傍線部①の対処法は興味深いもの ︑こ ような訳出の場合は︑直喩 しての訳出
（⑴）
に関しても指摘した︑両文脈






ひ﹂↓﹁思いの火﹂ ︑ ﹁なげき﹂↓﹁嘆きの薪﹂ ︑ ）
ということであ
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unknow

























現を使用して作成されている︒しかし︑内容を大きく変えて両文脈を結びつける例も見られる︒さきほど見た 反映することが困難である﹁みを くし﹂という表現が出てくる︑ ﹃百人一首﹄八八番歌の翻訳を一例見ておきたい︒
難波えのあしのかりねの一よゆゑみをつくしてや恋ひわたるべきB
ecause of one night––







 I to be a buoy,
②tossed by w











































eed  still unabashed  I
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ill continue to see you ﹂と︑景物の












e is past; the reed is faded now
In the field, but burns w








い︒一方︑ ﹁熱﹂ ︑ ﹁白熱﹂という意味の﹁
glow
﹂という言葉を用い












































































ait patiently never are
　
they cruel  and yet
the w
aves rush to see the bay








ait patiantly ﹂ ︑ ﹁
never are they cruel ﹂（松）
と﹁
rush to 








にない内容を補うことによって︑景物と人事との間に共通性を創作する︒それに対してこの方法の場合 原典では人事 内容そのものを含まない地名などの語は︑翻訳において人事の内容 直接関連するように︑主 言葉遊びとい 形で 出される方法 結び付けられる︒⑵の項目にすでに見た﹃古今集﹄の﹁白河のしらず もいはじそこきよみ流れて世世 すまむと思へば﹂ いう歌 英訳を一例見ておきたい
　
I shall never say,






for in all faith I intend
to live w
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channel m



















いうまでもなく︑翻訳の方法は和歌 よ 異なる場合が多い︒それぞれの二重文脈歌の中で︑どのように二重の文脈が形成さ て
掛詞の外国語訳の方法について
27








るめ﹂に﹁海松布﹂と﹁見る目﹂とが︑ ﹁よる﹂に﹁寄る﹂と﹁夜﹂とが掛かっている︒また︑ ﹁あひがたみ﹂に しほ
（潮）
﹂と﹁海松
布﹂ ﹁浦﹂の縁語として﹁潟﹂が含まれていると思われる︒これによって︑海岸の風景と︑恋人と人目を忍んでし 会えない男性の心情というふたつの文脈が展開する︒しかし︑両方の文脈の間に︑音声以外の共通性はそれほど簡単には見出せない︒海松布 浦に流れ寄ることと詠歌主体が恋人 家 行くこと が対応すると見てよいものの︑潮が﹁干る﹂時間と﹁昼間﹂ を結び付けることは困難である︒干潮の時間帯は つも昼間ではないものの︑ここでは 干
潟が水に覆われていないため︑干潟になっているところの海底が顕わになるということと︑昼間は明るく︑二人の関係が知られやすいというような関連が想像できよう︒　
外国語訳では以下のような対処法が見られる︒
In the broad day-tim
e w
hen the tide 
E
bbs w
e can ’t m
eet; so in the night
W
hen w
eeds are dashed on the sea-side,
Let us both m
eet out of m












e can not m
eet by day,
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efore they are ripe they ’ll return to dust.
’T
is sorrow
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恐れている︒Sad is the autum
n grain
blow
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y life, alas, m
ust be
as em
pty as a rice ear

































































































あったため︑この問題はさらに拡大する︒その他︑直喩を使用するということが︑長い西洋詩 お ては他 修辞法と併用するこ が可能であり︑その例が多 に対して︑和歌という短い作品におい
て︑掛詞と縁語によって形成されている︑ふたつの文脈を持つ和歌の内容を︑ひ つ︑またはふたつの直喩にまとめると︑簡素な印象を与えてしまうと考える︒　
そこで︑掛詞と縁語群から形成する二重文脈歌の特徴を最も正確
に伝える方法は︑景物の文脈を中心に翻訳し つ︑人事の文脈も暗示する寓喩的な翻訳であると考える︒このような方法は︑先行する外国語訳 も部分的に見られたが︑直喩など ︑原典の特質と異なる方法と取り合わせられていた︒しかし︑寓喩は西洋詩においても︑ひとつの詩全体に渡って見られる技法であり 西洋の読者にとっても理解しやすい 思われる︒また︑ ﹃古今集﹄以降の掛詞も︑ ﹃万葉集﹄の譬喩歌から発達したと考 ることは 第一章に紹介した萩野了子氏の論考
（
22）のとおりであるが︑ ﹃万葉集﹄のこのような歌に




s little chance of m
eeting before day ebbs
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②vízi útjelző ként várjak,





























ざまな工夫をして︑西洋詩に見られない概念であり︑日本語の構造と文字体系を欠かせない条件としている掛詞の翻訳に努力した︒その中で︑注目に値する翻訳方法も散見され とはいえ︑多くの場合︑直喩という 掛詞や縁語とは性質を異にする修辞法で補っていた︒この背景に︑西洋詩と和歌の自然観の相違もあ と思われる︒ようするに︑和歌 おいて自然は人間 同等 もの みなさ ており︑人間と密接な関係 あるのに対して︑西洋では人間が上位であると考えられるため 西洋詩においても︑自然描写 どの景物はおおむね人事的な内容を表すため 手段にすぎ い
（
23）︒掛詞・縁語をとおし













一つの味気ない夜egy ízetlen éj, 
澪標としてvízi útjelző ként
待ってvárjak, 






































































篇﹄ （明治書院︑ 四） ︑一五七～一八二
（











ords and Plays upon W
ords,” 
Japanese Poetry Transactions of the A
siatic Society of Japan, vol.5, part 1 (January 1877), 
pp. 79–88.　
引用部分の原文：
In this case, the first part of the poetical phrase has 












































略称を示 ︒ ）﹃古今和歌集﹄の英訳T. W
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eda, trans. Early Japanese Poets: C
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ara no Sada-ie. Siebenberg-V
erlag, 
Frankenau, 1958.  2. A














ichtern aus Japan. Frankfurt am
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古375-Honda; 同-Rodd; 古665-McC; 古958-Rodd; 同-McC; 百9-Levy; 
同-Takei; 同-Kirkup; 同-McM2008; 同-V.-A.; 同-McM2017; 同-Berndt; 
百88-Dickins1865; 同-McCauley; 同-Noguchi; 同-Dickins1909; 同-Porter; 
同-Yasuda; 同-Rexroth; 同-Levy; 同-Miyata; 同-Takei; 同-Kirkup; 
同-M.-W.; 大和218-Tahara; かげろふ44-Arntzen; 新古843-Honda; 
新古1009-Honda; 新古1066-Honda; 新古1085-Honda; 新古1131-Rodd; 




古370-Honda; 古470-Honda; 古515-Wak; 同-Honda; 古623-Honda; 
古665-Honda; 古666-Honda; 古755-Honda; 古958-Honda; 古973-Wak; 
同-Honda; 同-McC; 百9-Ehmann; 同-Nambara; 百88-Dickins1865; 
同-McCauley; 同-Dickins1909; 同-Rexroth; 同-Honda; 同-Levy; 同-Galt; 
同-Takei; 同-Kirkup; 同-Idei; 同-I.-R.; 同-M.-W.; 同-Watson; 
同-McM2017; 同-Ehmann; 同-Nambara; 同-Berndt; 大和243-Tahara; 





古113-Wak; 同-Honda; 同-H.A.; 古370-Wak; 古665-Wak; 古973-Rodd; 
同-McC; 百9-McCauley; 同-Noguchi; 同-Yasuda; 同 -Galt; 同-Carter; 




古370-McC; 古375-Rodd; 古755-Rodd; 同-McC; 古822-McC; 
古958-Honda; 百9-Rexroth; 百88-Yasuda; 同-I.-R.; 同-McM2008; 
同-V.A. （2例）; 同-McM2017; 同-Ehmann; 同-Nambara; 同-Berndt
17
⑸ 景物・人事一体　
古623-H.-A.; 古769-McC; 百9-Porter; 百88-Porter; 同-Miyata; 同-Carter; 
かげろふ39-Arntzen; 新古1009-Rodd; 新古1163-Honda （2例）; 
同-Rodd （2例）; 新古1433-Honda; 新古1641-Honda
14
⑹ 両方の文脈を順番に訳出する
古822-Wak; 同-Rodd; 百9-Dickins1909; 同-I.-R.; かげろふ43-Arntzen; 
かげろふ77-Arntzen; 新古843-Rodd; 新古1078-Rodd; 新古1434-Rodd
9
⑺ 景物の文脈のみの訳出
古769-Honda; 古790-Wak; 同-Honda; 古822-Honda; 百88-Idei; 
同-Watson; かげろふ36-Arntzen
7
⑻ 類似する音の語（二語以上）の使用 古973-Wak; 同-Honda; 百9-Porter; 同-Miyata 4
⑼ 寓　喩 古623-McC; 同-H.A.; 新古1433-Rodd; かげろふ36-Arntzen 4
⑽ 言葉遊びの創作 古666-McC; 大和218-Tahara 2


















































































ア美術史観における﹁転向﹂の問題を跡づけ︑本稿の課題を明らかにする︒二章は︑岡倉 生涯を取り上げる既存 伝記的研究 整理し︑本稿の課題に位置づ ︒三章は 岡倉のアジア美術史観の変遷を︑社会進化論やヘーゲル美学の影響 通して検証し︑インド訪問後のその視点の変化を跡づけ 四章は︑岡倉とインド近代の宗教改革運動家ヴィヴェーカーナンダとの相互の交渉を検証し︑両者の著作に見られる共鳴関係を跡づける︒五章は︑インド に関心を深めたヴィヴェーカーナンダによる︑インド 術 ギリシア起源説
（ギリシア系統説）
への批判的なまなざしを検証する︒六章は︑










の体系的な美術史論として るが︑ここでもやはり の金堂壁画を取り上げて︑そ ギリシア美術の影響が指摘さ る︒ ﹁天智時代は唐の影響にし 唐 美術はインド・ギリシア風 影響せるものなるべし﹂と述べる 岡倉は次のように る︒
　
天智時代の美術は︑ただに推古美術の漸々進歩したるのみに













































































































う観点を克服し︑インド美術の﹁自然な成長﹂を捉える視点を模索するという点において︑インド 訪れた日本 岡倉天心と︑当時のインドの知識人との間には 類似した問題関心を見ることができる︒インド文化 独自の発展を構想する議論は︑当時のインドでは︑圧
倒的な影響力を持つ西洋文明を相対化し︑植民地支配の矛盾やその脅威に対抗する自立した民族 化 捉えるための多様な争点の一部を構成する︒インド文化の発展を位置づけるインド知識人の議論は︑その意味では︑日本美術の固有の発展を構想す 岡倉と︑相互に論を共有し︑その問題意識を反響させてゆくものと考えられる︒　
以上のような観点から︑本稿では岡倉が︑当時のフェノロサやス
































その活動の軌跡を多面的で分裂したも と捉えるのか︑一貫したものとして見る かという︑二つの立場がせめぎあってきたと考えられる︒具体的には︑それは岡倉が東京美術学校を非職となる前後の活動を断絶したものと捉えるか︑あるいは連続したものと見 すのかという二つ 立場から︑これまでの議論を整理することができだろう︒　
たとえば︑戦前に反軍国主義の活動で検挙された経歴を持つ美術










































































































の目覚め﹄で ︑その時のペリー提督の果たした役割を強調﹁東洋の諸国民は︑けっしてその親切を忘れない﹂と述べている︒すなわち︑植民地を求めてアジアに進出す 西洋列強に対して︑それをインドでは﹁屈辱﹂と批判し︑ メリカでは﹁親切﹂と述べ正反対の評価を与えている︒その両極に振れる岡倉 言説が﹁一貫性﹂を欠き︑また︑思想的な﹁矛盾﹂に見えることは間違いないだろう︒　
しかし︑前者が︑イギリスの植民地支配に疑問を抱くインドの若
者にインドの民族主義を鼓舞する言葉として語られたも であり︑後者が︑日露戦争という未曽有の国難に際して︑アメリカ市民に日



















































鮮烈な形で花開くことになる︒帝国博物館美術部長・理事の辞職と共に編集の任から外された﹃稿本日本帝国美術略史﹄は︑近年 研究が明らかにするように︑その後︑岡倉の汎アジア 史の構想から皇統史観を強調 官製美術史へと修正される
（
37）︒しかし︑岡倉は︑














のインド知識人の多くは︑母語 は別に︑教育言語としての英語を幼少期から学び︑自国の歴史や文化について自由 英 で議論する
岡倉天心とヴィヴェーカーナンダの反響するアジア美術史観
49
ことができた︒英語を母語としないアジアの人々と︑英語で自由に議論をするという経験を︑おそらく岡倉はインドで初めて体験する︒西洋文明の圧倒的な影響力やその脅威への対処という課題を共有することで︑日本語に閉じていた岡倉 ﹁自己意識﹂は︑英語による自由な表現を獲得し︑その思想を解き放つこ ができた 考えられる︒　
実際に︑カルカッタでの岡倉は︑イギリス植民地支配の矛盾や西


























































































































































されたアジアの国々を見た明治日本の知識人は︑儒教文化や仏教文化の中心地として 中国大陸などの東アジア文化圏に代わり︑文明が最高度に発展したとされる西洋社会をモデルとする︒固い漢 調で書かれたこの提言書も︑フェノロサ仕込みと思われる︑ ﹁適者生存﹂や﹁自然淘汰﹂などの進化論の用語が多用される︒圧倒的な西洋美術の影響という﹁美術社会﹂の潮流に対して︑ただ﹁旧習古法を墨守して進取を計ら﹂なけ ば︑日本美術は滅亡する みと訴えている︒　
西洋文明の影響力を背景に︑日本の美術界にも大きな衝撃を与え
た西洋美術に対して︑現実に目を閉ざしてただ伝統を墨守するか︑あるいは西洋美術の模倣をするだけでは︑そ 滅亡は必定とな ︒ここには岡倉が︑社会進化という人類史的な展望 かで︑西洋美術の圧倒的な影響力に抗して︑日本美術を保持する方途を模索する姿がうかがえるだろう︒　
その岡倉の真骨頂とも言えるのは︑国粋主義と欧化主義の対比で













































































































































てのものを欧州本位すなわちギリシア本位に見﹂る観点であり︑ヘーゲルやスペンサーを講じたフェノロサの観点もまた︑ ﹁西洋人の偏見﹂に過ぎないとされる︒フェノロサの薫陶を受け︑師の所説に従って︑法隆寺の仏像をギリシア彫刻に比肩するものと称揚していた岡倉は︑ここでは立場 反転させ︑すべてのも を﹁ギリシア本位に見﹂る立場を否定する︒　
こうして︑岡倉のアジア美術史観は︑ギリシア美術の影響を評価













































































































































































































けて︑ ﹁アジアのすべての民族の共通の思想的遺産﹂として︑ ﹁究極と普遍を求めるあの愛 広大な広がり﹂
（














he Vedanta Philosophy ）﹄として編集される
（
85）︒









日本の仏像の特徴を︑ ﹁ギリシアは写生的にして 奈良は理想的なり﹂と述べるが︑ヴィヴェーカーナンダもま ︑ ﹁ギリシア彫刻は︑外面的な表現に優れており︑インドの彫刻 ︑外面的な表現をほとんど犠牲にしながらも︑内面的 特質を表現する﹂と指摘する
（
87）︒西
洋美術との対比による自文化 再定義という意味で︑両者の発言には興味深い類似性が認められ 問われるべきは︑それぞれ言が置かれた同時代の状況であり︑それがど らの引用なのかいう問題ではないだろう︒　
しかし︑岡倉におけるインド体験が︑従来︑語られていた仏教遺















































































































































































欧米訪問を経たヴィヴェーカ ナンダは︑インド美術の発展過程を捉える視点をインド民族の歴史的起源の問題へと結び付けてゆく︒それは具体的には︑マックス・ミュ をはじめと たア リヤ民族の起源に関する当時のインド学への批判的な検証としてなされが︑ちょうどこのような 期に岡倉は︑ ﹃東洋の理想﹄の草稿を携えて︑ベルル僧院のヴィヴェーカーナンダ もとを訪れたこ になる︒　
そこで︑このインド美術史の問題が当時のインドではどのように








































一九二七年の﹃仏像の起源﹄では︑ガンダーラ美術の権威で ギリシア系統説の定説とされるアルフレッ ・フーシュ ﹃ガンダーラのギリシア的仏教美術﹄
（一九二二年）
を批判して︑インド古来の樹














































































ば︑この著作でインド美術史の権威として登場するハーヴェルは一九〇三年 段階 は︑まだ﹁こ 分野は手探りの状態﹂にあったとされる
（
120）︒一九一一年の著作でハーヴェルは︑ギリシア・ローマの


















欧米の研究者や欧米の研究書を学ぶ当時の日本の研究者に ︑その事情を知る手立て まだ限られていたが 一九〇二年のインド訪問を経て︑岡倉はそれまでの自説を転換し︑インド美術のギリシア起源説 否定し︑欧米の学説を﹁根拠のないこと﹂とまで述べるようになっていた︒　
以上の経緯は︑岡倉天心のインド美術史観における﹁転向﹂ ︑ひ

















































































荒唐無稽な学説にも見えるが︑それはヴィヴェーカーナンダの着想というより︑当時のインドの知識人 間では広く議論された論点であった︒仏教のキリスト教への影響という観点 ︑先述の世界の諸宗教のアジア的起源の議論 あわせ 古代 インド文明が西洋文明に与えた影響の一部として関心を集めた︒特に︑神智学協会関係者の間では︑それはキリスト教 起源 仏教 求める議論として語られ︑古代インド 秘教的な叡智がそこには潜んでいるとさ た︒　
もちろん︑このような図式的な仏教の西漸説は今日では否定され













































































































































ンド知識人との対話を通してその問題意識を共有するが︑そこからアジア文化の集積地としての︑日本美術の固有の発展経路を展望する︒それは︑後 ﹃茶 本﹄で展開される︑日常のささやかな時空間が全宇宙と同等の広がりを持つという固有 美意識を通して︑西洋世界とは全く異なる歴史や思想構造 持つ 文化という観点を導いてゆく
（
143）︒その日本文化の固有の意味を岡倉は︑英語圏の読者に
も理解が可能な独自の審美的価値に根差した体系と 描き 流麗な英文に乗せ 欧米の読者に紹介する︒　
アジア美術の多様性とその共通基盤を説明する概念としてのアド























の屈辱である﹂というオリエンタリズム批判は ヴィヴェーカーナンダ ﹁いかな 偉大な宗教もヨーロッパで生まれたことはない﹂という言葉に呼応す ︒ここでヴィヴェーカーナンダ 当時の
洋人による野蛮で迷信にまみれたインド社会という偏見を相対化し︑それが西洋中心主義的な発展モデルに基づいた︑イギリスの植民地支配には都合の良いインド史観 過ぎないものとして批判する︒　
その意味では︑西洋文明の圧倒的な影響や植民地支配を背景とす





















































































︱一三四頁） ︒稲賀繁 によれば︑日本趣味が流行するヨーロッパでは︑ルイ・ゴンスの﹃日本美術﹄ （一八八三年）やウィリアム・アンダーソンの﹃日本の絵画芸術﹄ （ 八八六年）が刊行され︑蜷川式胤の﹃観古図説・陶器之部﹄ （一八八〇年）や岩井兼 郎の﹃工藝志科﹄ （一八八四年）が参照された（ ﹁
O
kakura in the G
lobal C





























‘In India the art of this early B
uddhism
 w
as a natural 
grow
th out of that of the E
pic age that w
ent before. For it is idle to deny the existence 
of pre—
B





















































































その後の政治的流用の責を負わせるのは適当ではないだろう しかし︑岡倉の意図を離れてそれ 様々に参照されてゆくという経緯から︑それを許す素地が岡倉の言説に含まれていたと考え 観点は︑現在も健在である︒たとえば︑川満信一は︑ ﹁眠 るアジアを目覚めさせる使命︑つまりはアジアの盟主という日本の位置づけ︑アジアの力を一つにするという名目でてられた
「大東亜共栄圏」
という侵略主義︑そこへゆがめられていく要素が︑























































































































二九七頁）は指摘する︒その他︑ ﹁資料Ⅲとなり うわさ﹂ （ ﹃岡倉天心全集・月報


































三八一頁） ︒その他︑ ﹃稿本日本帝国美術略史﹄ 成立過程にいては︑稲賀（二〇一四︑
 五八︱六二頁
；一九九八） ︑森仁史﹁ ﹃稿本日本帝国美術略史﹄













39）  ﹃東洋の目覚め﹄として知られる未刊の英文草稿は︑原文では﹁我々は一つ﹂ （
W











































Fenollosa 1912, p. 93.  また︑ ﹁われわれのギリシア美術がアジア大陸を横
断してはるかに日本に浸透してきた経緯を跡づけることは︑われわれ欧米人にとっ 特に興味深い﹂とも述べている（


















Fenollosa 1912, p. 81.  岡倉は︑一八九三年に中国の龍門石窟を訪れて︑そ
れが﹁法隆寺壁画に均し﹂いという発見をす が︑そ 後︑その観点を深める議論や事例が検証さ ること なかった︒後 フェノロサは︑ ﹃東洋美術史綱﹄のなかで岡倉 触れると︑次のよう 述べてい ︒ ﹁岡倉君 ような著述家は︑インドや中国︑日本にギリシア美術が影響を与えてきたという事をすべて否定してしまう傾向がある︒ ︹︙︙︺しかし︑ギリシア的仏教美術の遠い起源がアレクサンドロス大王の東征の時期から始ま ことは疑いようのないことであ ﹂ （
Fenollosa 1912, pp. 74– 75 ） ︒
（
51）  ﹁印度美術談﹂ ﹃岡倉天心全集﹄第三巻︑二六二︱二六四頁︑及び
O
kakura 


















ノロサは︑ヘーゲル派哲学者シュヴェーグラーの﹃哲学 概説﹄等を教科書とし︑デカルトからヘーゲル︑スペンサ に至る近代 を講義した︒
80

















の社会進化論に触れるのは︑ ﹃文明論之概略﹄を刊行 た後 考えられる︒
（














uropean scholars love to 
distinguish the past developm
ent of art, though lacking perhaps in precision, have 
nevertheless an inevitable truth [...] T
he E
ast has had its ow
n form
 of that period 
called Sym
bolic, or better still, perhaps, Form
alistic, w
hen m





inates the spiritual in art. T
he E
gyptian and A





es to express gran
deur, as the In
dian
 w




repetitions to utter forth infinity in his creations. [...] N
ext com
es the so- called C
lassic 
period w
hen beauty is sought as the union of spirit and m
atter. [...] H
ere w
e have an 
objective idealism
, w
hich reaches its height, under the influence of the India of the 
G
uptas, during the T
âng dynasty and the N
ara period [...] Spirit m
ust conquer M
atter, 
and though the differing idiosyncrasies of the O
ccidental and the O
riental m
ind lead 
to differing expression, the m
odern idea of the w
hole w

















































区分や︑ ﹁奈良は物質と精神の調和﹂という表現などから これまでもヘーゲル美学の萌芽的な影響が指摘 てきた︒しかし︑ここにはヘーゲルへの直接的な言及は見られない で︑フェノロサを介 岡倉へのヘーゲルの影響についてはなお不明 点が多い︒こ 点に関連 て︑ヘーゲル 学のフェノロサと岡倉へ 影響を検証した小田部は︑ ﹁ヘーゲルの美学理論（そこには︑岡倉において重要な意味を占める︿象徴的
－古典的
－浪漫的﹀















, vol. 1, pp. 16.  原文では︑以下の通り︒
‘For art, like the diam
ond net 
of Indra, reflects the w
hole chain in every link. It exists at no period in any final 
m
ould. It is alw
ays a grow
th, defying the dissecting knife of the chronologist. To 
discourse on a particular phase of its developm
ent m
eans to deal w
ith infinite causes 





65）  ﹃東洋の理想﹄の成立過程については︑ ﹃岡倉天心全集﹄第一巻﹁解題﹂
（一九八〇︑















































eans the state of not 
being tw
o, and is the nam
e applied to the great Indian doctrine that all w
hich exists, 
though apparently m
anifold, is really one. H
ence all truth m
ust be discoverable in any 
single differentiation, the w




















イタ論の用法が﹁老荘思想の上に建てられ﹂たものであると じ︑岡倉の仏教上の師である丸山貫長と 交渉を検証す 池田久代は ﹁対立する二つは根底において一体である﹂という丸山が説く不二真教の教え 影響を指摘する（ ﹁埋もれた傑僧︑ 貫長
︱︱
真言実行院の足跡をたどる﹂







, vol. 1, p. 13.  原文は以下の通り︒
‘A




only to accentuate, tw
o m







onfucius, and the Indian w
ith its individualism
 of the V
edas. B
ut not even the snow
y 
barriers can interrupt for one m
om





hich is the com
m
on thought-inheritance of every A
siatic race, enabling 
them
 to produce all the great religions of the w





e peoples of the M
editerranean and the B
altic, w
ho love to dw
ell on the 
Particular, and to search out the m





ay to the R
ealization of a U
niversal R



































hunder Sen: Lecture and Tracts, C
alcutta: 
Indian M











, vol. 1, p. 122.  原文では︑以下の通り︒
‘To rem






hich the life of a m
odern nation forces her to 
assum
e, is, naturally, the fundam
ental im
perative of that A
dw
aita idea to w
hich she 
w
as trained by her ancestors […
] N
ot only to return to our ow
n past ideals, but also to 
feel and revivify the dorm











ell as in the highest hum
an 
being, the sam
e divine nature is present…
 B
ehind everything the sam
e divinity is 
existing, and out of this com
es the basis of m
orality. D
o not injure another. Love every 
one as your ow
n self, because the w
hole universe is one’ (V








a 1989, vol. 1, 














hich is the com
m
on thought-inheritance of every A
siatic 
race ） ︒その他︑この講演には︑ ﹁私たちはみな一つ﹂ （
W


























harata, vol. 11, no. 123 (N
ovem
ber 1906), pp. 204–206; no. 125 
(D
ecem













ale,” 3 January 1897, in C
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itra 1881, pp. i–vii; “O






Fergusson 1868; 1876, p. 47 ︑
M









itra 1881, p. 1–50.
（
94）  
Fergusson 1876, p. 47; M
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atta1953, p. 154; C
hattopadhyaya 1999, pp. 29–40; G
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ulla,” 14 June 1898, C
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ath Sinha, Prabhudda B
harata, vol. 11, no. 
123 (N
ovem
ber 1906), pp. 204–206; no. 125 (D
ecem





















he Influence of G
reek on Indian A




















































hakurta 1992, pp. 146–59; M










































































avell 1911, p. 3.  稲賀は︑インド美術の内在的な発展を説く﹁ハーヴェ






の﹁インド美術へのキリシアの影響﹂と︑ハーヴェルの﹃インドの彫刻と絵画﹄が同じ一九〇八年に刊行されていることは 興味深い問題を示唆するだろう︒その前年にニヴェーディターは︑インド 民族意識における芸術の役割を論じる論考﹁国民性を形作る芸術の機能﹂ （
T
he Function of A
rts 
86
in the Shaping of N
ationality ）を発表している︒一八九八年の北インド踏査で
の︑インド美術の固有の価値を力説するヴィヴェーカーナンダの議論を︑ニヴェーディターは印象深く記しており︑そのインド美術への関心がヴィヴェーカーナンダ仕込みであることをうかがわせる︒この点に関連して重要と思われるのは︑ニヴェーディターがインド美術史に関する研究書を体系に取り寄せるのは︑ブル夫人宛の手紙によれば一九〇五年五月 ことであり︑それ以前にはまだ ファーガスンの﹃インドと東洋の建築の歴史﹄（H












ay 1905 in N
ivedita 1982, vol. 2, 
p. 732–33 ） ︒すなわち︑ニヴェーディターのインド美術への関心はヴィ







ber 1901, in C
W






















eer 1994, p. 70; 
R
ichard K
















uddhistic India, delivered at the Shakespeare C
lub, Pasadena, C
alifornia, on 
February 2, 1900, C
W







































































, vol. 1. p. 44.  原文は以下の通り︒
‘B
uddhism
 is a grow
th. [...]this very 
pow
er of adaptation and grow






sia, but bore its seeds long ago to blossom
 in the Syrian 
desert, and in the form
 of C
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pletes the circling of the w
orld, w
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, vol. 1, p. 46.  原文は以下の通り︒
‘W
e hear the divine voice trem
ble still 
w
ith that passion of pity that stood forth in the m
idst of the m
ost individualistic race 
in the w
orld, and lifted the dum
b beast to one level w
ith m









 in his infinite m
ercy, dream
ing of the com
m
on people as 
one great heart, standing as the breaker of social bondage, and proclaim
ing equality 







, vol. 1, p. 49.
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Stocking 1968 ） ︒こ




























を検証した大久保の議論が示唆的である︒大久保喬樹は︑次のように述べている︒ ﹁ ﹃茶の本﹄におけるミクロな時間のありようは︑ ﹃東洋の理想﹄おけるマクロな時間のありようと︑対極 なようでいて︑実は︑通底しているといえる︒す わち︑そのいずれの場合も︑不二一元が本質であり︑
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acLeod 2008.  ちなみに︑マクロウドが岡倉や堀を伴ってインドに来る
ことを聞いたヴィヴェーカーナンダが︑当初はそれをヴィヴェーカーナンダの運動への共鳴者と認識していたことは 以下の手紙からうかがえる︒To Sister C
hristine, 25 N
ovem
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学派﹂の李退渓 めぐる議論である︒ ﹃李退渓﹄出版前後およびそれ以後の日韓両国 李退渓言説について︑筆者はすでに︑いくつかの論文を公刊した
（
1）︒これらは当該時代の李退渓言説を主に﹁道義﹂








ていないことである︒明確な形で﹁道義﹂という視点から李退渓を論じる阿部の﹃李退渓﹄の登場は︑必ずしも李退渓言説に限 ず︑その前後の帝国日本および植民地朝鮮における多様な言説空間の変化に繫がりをもつも であり︑これらの変化のあり方をすべて論じることは本稿の範囲を超えている︒　﹃李退渓﹄の﹁はしがき﹂において︑阿部吉雄は︑ ﹁意ふに退渓先生は半島に於ける道学 教祖︑道義哲学の創唱者﹂であり︑ 近世日本精神史上の一代先覚者︑山崎闇斎先生によつて深く摂取されたゞけでなく︑我が国体の 義︑伝統の精神 基づいて極めて高く止揚された厳然たる事実を知 のである
（
2）﹂と述べている︒また阿部















る︒さらに︑阿部 ﹁退渓先生は半島に於ける道学の教祖﹂り︑ ﹁近世の儒学は惺窩・羅山を経て闇斎に至り一歩一歩と純化され︑内面的に深く研究され︑元明清の朱子学の上 出づ 様になつたと観察され のであるが︑闇斎がその「道 」を建設す に当つて深く李退渓の学を摂取したと云ふことは従来注意されなかつた所である
（
5）﹂と述べる︒阿部は︑まさに︑闇斎が﹁道の学﹂ ︑すなわ
ち﹁道学﹂を﹁建設するに当つて ﹂ ﹁半島に於け 学祖﹂である﹁李退渓の学を摂取した﹂ことを明らかにしよう たのである︒　
以上のように︑阿部は﹃李退渓﹄で李退渓を﹁半島に於ける道学





ものとして捉えているのである 阿部はまた︑ ﹁一体日本は武力以て推進力とし︑詩情に生きるの心を以 日常性となして来たとの説があるが︑この説は日本人の義理道義 生活を規定 武力の原動力となして来 云ふ重大な事実を見逃してゐると思ふ
（
7）﹂とい
う︒日中戦争の勃発後に発表されたこの論考にお ては︑ 本﹁武力の原動力・推進力﹂の根源には﹁日本人の義理道義﹂があることが強調されている である︒すなわち阿部は︑ ﹁国体や忠孝や節義や名分や出処等の実際 活問題に﹂おいて﹁義は泰山よりも重しと云ふ うな我国独特 士風を養成せる点に思を致せば闇斎 史上に於ける地位は愈々其の光をます︒かくて我々は崎門の 々 言行を通じ︑儒教の真精神の一端にふれ日本儒教 進むべき道に就いて暗示 得ると共に現代教育 諸々の弊害に就い 深い反省の眼をそゝがざる ない﹂と述べているのである
（
8）︒ ﹁我々は崎門の人々







朱子の後︑巨儒碩学輩出屈指に遑あらずと雖も︑能く其の道統を継ぐ者︑二蔡黄李諸子の外︑薛文靖︑李退渓のみ︒吾が闇斎先生︑遠く本朝に生れ︑千載不伝の学を遺経に得︑義理精確︑体統醇全 其の学 その巧 豈に朱門以下︑元明諸儒 及ぶ所ならんや︒実に朱子以後の一人と謂はざる可からず︒是百世定論︑予の私言に非ざる也︒
︹︙︙︺
蓋し先生没して今に























































































































































































































































































































































































楠が﹁本来山崎学派﹂であり︑蘇峰の父である徳富一敬とその弟である一義も﹁闇斎の名たる敬義を分ち用ゐ﹂るほど﹁闇斎を尊敬﹂していたという︒しか みならず︑同じく熊本藩儒者であり横井の知人・門下であった元田らも︑その学問的な﹁門戸 は﹁崎門﹂に﹁由つた﹂と述べている︒特に︑ ﹁
︹元田が︺
明治天皇に御進講申上
げたる経書の如きも﹂実に 山崎学に負ふところの多大であつた﹂との言及は崎門と︑いわゆる﹁熊 実 派﹂の学問的﹁結合﹂を事後的に図ろうとするナラティブに他ならない︒上掲 ﹃崎門学脈系譜﹄ ﹁崎門学脈系譜付録一﹂に横井 元田 の名が え のもこうした動きと連動してい ︒だが横井のみならず︑元田 ﹁明治天皇に御進講申上げたる経書の如きも山崎学に負ふところ 多大であつ
たか﹂は別の問題であろう︒　﹁熊本実学派﹂とは︑肥後熊本藩の﹁朱子学者﹂大塚退野との






































と述べてい ︒楠本は︑さらに︑ ﹁小楠実学は遂に退野を超え︑程朱などの宋儒をも超え︑天命を畏れて天工を広むる堯舜三代の立場から︑西洋功利の技術功用をも尽して之を包み︑その転換を図る広大の見地に到つたとは はねばならぬ﹂と指摘する︒　
また︑横井小楠とともに﹁熊本実学党﹂の一員でありながら︑岡


































































































































の起草に直接関わった︒しかし︑ここで述べられている元田の役割は︑ ﹁陛下一徳之教﹂を輔翼するのみである︒内田のこの文章をみると元田 ﹁発言﹂がそのまま元田の﹁教育勅語﹂の起草のあり方を左右したと捉える は無理があることが知られよう 元 が宮内省へ出仕し明治天皇の侍講となったのは一八七一年 り︑明治天皇への進講を行い じめたのは一八七二年の である︒その後︑井上毅と協力して﹁教育勅語﹂の起草に関わった が一八九〇年（同年一〇月三〇日に発布）
のことであった︒最初の進講から﹁教育



































手録﹂が﹃東野手録﹄であることが推測される︒しかし興味深 ことに︑この には元田永孚 ﹁発言﹂は見当たらない︒ ﹁李退渓没後三百六十年記念
（
54）﹂として一九三〇年三月に朝

























































































の朱子書節要を読み超然として得る所あり﹂という元田の﹁発言﹂を︑植民地朝鮮における﹁教育勅語﹂施行上の﹁融和資料﹂として捉えているが︑このような捉え方はなるほど︑元田の﹁発言﹂をめぐる内田の﹁元田東野先生扁字跋﹂におけ 文脈とは異なる︒繰り返せば︑ は 吾れ今退野の学を伝へて之を
　
今上天皇に奉せ































































めぐるストーリーが︿折衷﹀的に語られている︒すなわち︑ ﹁日本精神﹂論の文脈で呼び出された山崎闇斎像と︑ ﹁教育勅語﹂をめぐる﹁熊本実学﹂の最後の﹁発信者﹂元田永孚の﹁発言﹂とを救い上げるかたちで一九三〇︑ 四〇年代の李退渓言説が現れたのである︒徳富蘇峰が 元田永孚
　
明治天皇に御進講申し上げたる経書の如











に於いてのみその価値が認められ︑その価値が発揮されてゐる﹂と強調して る︒阿部は︑ ﹁日本の思想﹂とは﹁東洋思想の精髄が包摂され融会され ゐる﹂ものだと考えているのである︒つまり︑ここからわかることは前近代の中華帝国に代って近代 新しい帝国として登場しつつあった帝国﹁日本 思想﹂には︑ ﹁東洋思想の精髄が包摂され融会 てゐる﹂東洋の﹁知 主義
（
67）﹂としての面目





























































2）  ﹃李退渓﹄ ﹁はしがき﹂文教書院︑一九四四年︑一頁︒阿部はまた 李退渓を﹁半島第一の教学者 道義哲学の創唱者たる李退渓﹂ （ ﹃李退渓﹄ ﹁序説﹂ ︑八頁）ともいう︒
（
3）  ﹃李退渓﹄ ﹁はしがき﹂ ︑二頁︒
（
4）  ﹃李退渓﹄ ﹁序説﹂ ︑七頁︒
（






7）  ﹁山崎闇斎と其の教育﹂ ︑三五四頁︒
（





























14）  ﹃道義哲学図解﹄ （上） ﹁道義哲学図解序﹂ ︒
（





















20）  ﹃全訳﹄ ︑一二六頁︒
（
21）  ﹃全訳﹄ ︑二七二頁︒
（
22）  ﹃全訳﹄ ︑二七三頁︒
（
23）  ﹃全訳﹄ ︑二七四頁︒
（
24）  ﹃全訳﹄ ︑二七六頁︒
（





















30）  ﹃月田蒙斎・楠本端山﹄ ︑一一～一二頁︒
（
31）  ﹃碩水遺書﹄ ﹁隋得録﹂三 内田周平編﹃碩水先生語略﹄谷門精舎︑一九三五年︑三六面︒引用は︑岡田武彦﹃山崎闇斎﹄ 徳出版社一九八五年︑一六八頁による︒
（










34）  ﹁楠門学と李退渓﹂ ︑四二四～四二五頁︒
（






























































学党がすでに挫折し︑その実学党への迫害もようやくおさまってきた頃であった︒したがって蒙斎は︑直接実学党と激突することはなかったが︑︹︙︙︺城下における実学党の動向に対して︑冷静な判断を下していたと考えられる﹂ （ ﹃月田蒙斎・ 本端山﹄ ︑六一頁）という︒また︑岡田は︑李退渓と李退渓を﹁尊信﹂した大塚退野を﹁称賛した﹂碩水の朱子学が﹁伊川の学風を多く継承し 朱子と同じように 異端異 から道学を厳しく守ろうと﹂しており︑ ﹁だから碩水の方が端山よりも伊川・朱子 学風をよ継承しているといえるかも知れない﹂ （ ﹁ ・碩水兄弟の生涯と思想﹂四〇二～四〇三頁）という︒
（


























































53）  ﹃李退渓﹄ ︑八一頁︑ ﹃日本朱子学と朝鮮﹄東京大学出版会︑一九六五年︑四八七頁（註六） ︒
（
54）  ﹃日鮮史話﹄第六編﹁はしがき﹂において︑松田甲は次のように述べている︒ ﹁茲に﹃日鮮史話﹄第六編を出すに方たり︑特に収むるに李退渓に関して叙述せる拙稿六種を以てした 是れ今年は退渓の歿せる庚午の年より恰
近代日本の〈東亜の朱子学〉と李退渓
117
も六周の庚午に回還し︑春秋を経ること正さに三百六十年︑最も追遠の意を表すべき歳次たるが故で 乃ち記念の為めに外ならぬ︒ ︹︙︙︺今や世道人心漸く頽廃︑最も風教の振作を要する際︑日鮮儒学 関係ある退渓の潜功幽徳は︑大に追遠頌述の要ありと思ふ︒読者にして幾分にても︑本編特輯の意を諒察せらるれば幸である﹂ ︒
（
55）  ﹃日鮮史話﹄第六編﹁自省録と朱子書節要﹂ ︑四七～四九頁︒
（
56）  ﹃日鮮史話﹄第六編﹁日本朱子学者の李退渓観 一一七頁︒
（




田先生進講録﹄は大阪毎日新聞社 一九三〇年） ︑八頁 この書物に先立ち︑元田永孚進講﹃経筵進講録﹄ （鉄華書院）が一九〇〇年に刊行された︒元田はまた︑ ﹁
　
先皇の至徳大道を実践するに足らざれば︑我神聖の道︑孔子の











文書研究会︑一九七〇年︑二三一頁︒この書物の﹁解題﹂によれば 論語講義は元田家所蔵の稿本﹃論語講義 ︱三﹄三冊を収載したものである︒︹︙︙︺稿本表紙によつて︑この論語講義は印刷局が中心になつて行われ︑︹︙︙︺四十人も出席していた︒ ︹︙︙︺この稿本には本文記述の間に年月日の記録が入つている︒最初は明治十四 十 月であつて︑その後明治十九年十二月六日「十九年回終」に至るまで 記されている 四三四頁）という︒
（














65）  ﹃李退渓﹄ ﹁はしがき﹂ ︑二頁︒
（









68）  ﹃李退渓﹄ ︑五一頁︒
（
69）  ﹃ ︿増補﹀元田先生進講録﹄ ﹁教育勅語四十年﹂ ︑一～二頁︒
（
70）  ﹁我が師表の李退渓先生（上） ﹂ ﹃地方行政﹄大韓地方行政共済会︑一九五九年︑二二八頁︒
（



































































読み取れ︑後述す ように女性が戦争とどう結びついていったのかが見出せる︒くわえて﹁北京紀行﹂ 掲載された三七年は︑事前検閲が開始され など出版統制史においては分岐点であった
（
7）︒ ﹁北京













初めて確認したが︑興味深いことに﹃世界画報﹄の目次には林芙美子の名前とタイトル 明示されていない︒転載された本文の直前に付け足された紹介文の中に 名前のみが認められる︒ま 誌面構成にも︑際立った変化が見受けられる︒以上の書籍収録・掲載事情から﹁北京紀行﹂と﹁中国之旅﹂は︑日中全面戦争前か アジア太平洋戦争開始前までの文脈の変化を追うことができる︒　
本稿では︑まず﹁北京紀行﹂の初出について次の二節と三節で考









林芙美子が北平を訪れる前年の一二月には︑国民政府が親日的地方政権である冀察政務委員会を北平に樹立し︑訪れた翌年は北平の郊外で盧溝橋事件が起きている︒本稿では以下﹁北京﹂表記に統一するが︑このように情勢 流動す 中︑書く主体の林芙美子は北京を巡り﹁北京紀行﹂を発表した︒　﹁北京紀行﹂の︿私﹀は︑北京で﹁大毎支局の石川順氏﹂を訪ね︑地図と案内人を用意してもらう︒そして名所とされる紫禁城や北海公園︑天壇などを歩いて見学する︒旧跡の壮大さに歓喜するが︑しだいにそれらを権力の象徴とみなして反感を抱 ︑ ﹁むかしは
︹略︺
色々な階級が列をなして歩いてゐた かと思ふと︑雑草も一本一本気持ちわるく見えて来る﹂ ︒天壇に対 は﹁小さな泥の家に住住民達は︑その頃︑どんな思ひで︑よりつけも ない︑こ 豪華な祭壇を考へてゐた だらう﹂と生活格差の点から捉え ︒そ天壇へ通じる前門街には乞食や阿片中毒者がおり︑ ︿私﹀は天橋通りでは銃殺され モルヒネ患者の護送も見る 貧民街や不衛生 場と︑王宮へ続く道は繫がっていたのである︒そのため︿私﹀は︑古代建築に見られる権力 訪問時の今に重ね合わせ︑当地に対し 批判的になっていったのではないだろうか︒それは以下に述べる二つの背景からも読み取れる︒　︿私﹀は北京へ向かう前︑ ﹁中秋の明月を観られるのが唯一の愉し
122

























れられて﹂建築家の夫人に会うが︑夫人から﹁日本 女性は︑いつたい支那の女に就いて︑どんな風な考へを持つてく ゐ のでせう﹂と質
ただ
される︒ここでは﹁日本の女性﹂と﹁支那の女﹂が区別さ






























しかし﹁北京紀行﹂には︑ ﹁各外国の大資本を投じた文化侵略 視て︑如何にも不器用な日本を感じない もな ﹂と︿私﹀の見解が示されてもいるため︑ ︿私﹀は橋川が担う事業に賛同してい 読み取れる︒他方︑ ﹁北京紀行﹂に 清水安三
（一八九一︱一九八八）








がもつと手を握り﹂あ 必要性を考えて たといえるが︑ ﹁東洋女達﹂とは具体的にどう った女たちだったのだろうか︒　
この一節﹁東洋の女達がもつと手を握り﹂以下には︑ ﹁亭主が何





りあつめてをられる︒奥さん 昔の小泉いく子さ ︑小さいならも︑健実な学校だつた ﹂と︑校長 ある清水安三の活躍 示す一方で﹁奥さん﹂ 存在をついでであるか ように付け足し こ叙述も︑例として挙げることができるだろう︒ ﹁昔の小泉いく子さん﹂とは教育者の清水郁子
（一八九二︱一九六四）
のことである︒








と﹁差別﹂される﹁職業﹂の女性が示されている︒女性たちは﹁日本の国防 の婦人連中﹂とされて名前も示されず︑ ﹁義理で会費を払﹂うなど活動自体 も自主性がないとある︒ ︿私﹀は︑軍事要衝である﹁ 境の町 山海関を通って北京へ来ており︑だからこそ国防婦人会 女性には︑ ﹁云はれたから﹂ ﹁命令 たから﹂行動を起こすの はなく︑自発性を身につけ べきだと望んでいたのではないだろうか︒それはまた︑ ﹁北京紀行﹂掲載から約二年後に︑神近市子
（一八八八︱一九八一）
が以下のとおり述べていることか




















いうならば︑ ﹁北京紀行﹂においても︑知識のある﹁東洋の女達﹂は﹁知識婦人﹂と同等の存在と思われる一方で︑国防婦人会 婦人は﹁婦人大衆﹂に分類 き いえ ﹁北京紀行﹂には︑二層女性が示されている︒　
こうした女性が示された﹁北京紀行﹂の文脈の意味が︑のちの書






















子が改造社に依頼さ て北京を描くため ︑北京に訪問してい ことが明らかとなった
（
18）︒要するに︑改造社が中国と結びついた一連の









山海関での出来事について費やされている︒ ︿私﹀が北京を訪問する前に三日ほど過ごす山海関でのことは以下のようにある︒ ︿私﹀は朝鮮人の案内人を頼み万里の長城を見に行くも︑築城にかかわった工夫の﹁お化けの出て来さうな風が吹きつけて来る﹂と思う︒そして︑海辺から見える長城 ﹁全く一朝の夢にしかすぎない﹂と認識すると同時に︑ ﹁現実の眼の前に見るこ 九十九里の砂浜のやうな遠い汀には 行儀よく︑黒い木札が立つてゐて
︹略︺
をかし﹂い












︿私﹀の案内人である朝鮮人の置かれている立場や日本の木札の有無︑野道で時々見かけたという﹁日本の軍用トラック﹂につ の説明や周辺描写はほとんどなされていない︒なぜだろう ︒これに反して北京において ︿私﹀が北海公園内の茶店で休ん いたとき︑
126
﹁日本の飛行機﹂が現地の学生の様子とともに以下のとおり提示されている︒














が指摘する改造社と中国との関係︑男子学生の﹁あくび﹂をふまえるならば︑ ﹁北京紀行﹂において山海関で日本の占領についての記述が不明確であったのは︑一連の抗日運動の影響と断定を避けるためだという側面が といえる︒ ﹁北京紀行﹂に﹁私は︑政治的なことは何も知らない︒
︹略︺
一旅行者に過ぎない﹂と記されても































































































されていなかった年月が︑③ 至っ は﹁ （昭和十一年十月） ﹂と付け足 る︒つまり③の﹁ゆる〳〵﹂という点に留意するならば︑時間の進行は﹁ゆる〳〵﹂と速度を落と ︑文末に記された﹁ （昭和十一年十月） ﹂とともに︑日中全面戦争前で止まっていることを読む者に認識 せる︒要す に︑同じ一九三七年時の収録あっても︑時間表示の強度は③で増している であ ︒　
③の発行年月でもある三七年七月は︑開戦にくわえ雑誌が対象で













































































































者も増えていたが︑小山いと子は 支那の女は男よりももつ 働きません﹂といったことや︑ ﹁慾を へば円満とか和気といふ のに乏しい﹂と 記し いる
（
43）︒つまりは﹁東洋の女達がもつと手を握
















































































それにも拘わらず﹁中国之旅﹂は中国語のみで再掲されている︒本文掲載頁 おいてもタイトルは示されておらず 名前につい は︑本文の直前に付け足された紹介文の中に﹁林芙美子さん﹂と二回示されている︒また本文掲載頁には後述する惹句三本と風景写真二点が付け加えられている︒つまり︑紹介文中に﹁林芙美子さん﹂を二度繰り返して出し︑惹句﹁一人の日本人女性作家の中国に対する印象﹂を真正面に配置 たりして︑影響力のある﹁女性作家﹂を押し出す誌面構成 な のである︒これは﹃華 大阪毎 ﹄誌面に見られないばかりか︑ ﹁北京紀行﹂の① ④にも見受けられなかった現 である︒　
しかし﹃華文大阪毎日﹄と﹃世界画報﹄掲載の本文自体に大きな
異同は認められない︒そのため誌 構成の変更がなされた﹃世界画報﹄掲載分を見ていき い︒　﹃世界画報﹄の表紙には﹁新東亜建設之春﹂と打ち出され︑表紙

















ら︑末尾では﹁どこが我々は見えておらず︑すぐに改善しないといけないのか﹂と﹁我々﹂の問題にすり替え れている︒教示的 紹介文に っており︑日本が指導的立場にあるということが印象づけられている︒　
以上の誌面構成をふまえて︑次節では﹁北京紀行﹂の本文とも比





れている場面に﹁若い知識階級の男性は み 欧米化しあまり い印象はな ﹂とあるのだが︑これに類似する叙述は﹁北京紀行﹂①から④にもあり︑ ﹁
︹男女共学の生徒たちは︺
アメリカ的な臭みも感
じないではない﹂とされている︒この頃︑日本はイギリスやアメリカとの対立も激化し たため︑ 北京紀行﹂④から読み取れた抗日の学生を︑ ﹁中国之旅 本文では鎮める とを目的に に絞っ















する ︑ ﹁中国之旅﹂本文の﹁話し方もとても上手だった﹂は︑中国女性に対する﹁宣撫教導等﹂が進展 てのことだといえる︒ゆえにここからその先は︑中国男性への﹁宣撫教導等﹂を﹁知識婦人﹂が担うありようが見出せる︒ ﹁知識婦人﹂を軸にして︑ 最近﹂の日中間の女性は親和的関係 あ のだから中国 男性も変わらねばならないと︑読者に思わせようとしているのである︒　
では﹁婦人大衆﹂はどのように描かれているのだろうか︒実は










































の図版﹁北京の停車場﹂と﹁杭州岳武墓﹂は︑本文 直接関係 ない写真であるが︑とくに﹁北京の停車場﹂は 中国の古都の一つである北京 ︑平時の生活を想起 せる︒さらに︑惹句﹁雄大な山河






















のことにかけては︑ある場合男子よりも婦人の方が便利﹂など されていた︒だが翌三九年は︑ ﹁支那の女 男よりももつと働きません﹂といっ ことや﹁慾をいへば円満とか和気といふも 乏
い﹂という状態が見られた︒四節ではこうした状況下において︑﹁東洋の女達がもつと手を握りあつてもいゝ﹂とした﹁北京紀行﹂に﹁宣撫教導等﹂を反映させて読み︑ ﹁知識婦人﹂の社会進出となり女性解放思想に繫がるとした︒しかし 日中間の女性 親和性が読み取れる 中国之旅﹂に置き換えて読むならば︑見方が反転するのである︒　﹁中国之旅﹂には五節で確認したとおり︑国策にかなう誌面構成が﹃世界画報﹄掲載分 おいて見受けられた︒そし 六節で言及したように﹁中国之旅﹂本文 は︑ ﹁中国の女性はみな健康できれいで気前が良﹂い︑ ﹁今度は中国の奥さんに招待さ て行きたい﹂どと示され︑本文直前 紹介文には﹁最近﹂ともあり︑最近の二国間の女性は友好的であると読み取れるようになっていた︒ま 本論で提示しなかったが﹁中国之旅﹂掲載の﹃世界画報﹄が発行一九四一年一月︑政府 結婚の早期化を促す﹁人口政策確立要綱を閣議決定してもいた︒いわば﹁中国の奥さん との関係が改善し︑日本人の結婚が促されていた四一年に っては︑日本人男女の入植と結婚は進む︒だ 侵略戦争は終わっておらず泥沼 してお ︑









































































































































































































































小山いと子﹁北京﹂ ﹃海を越へて﹄ （一九三九年三月） ︑五六頁︒
（
41）  


























































































































この﹃自薦短篇﹄が発刊された二〇一四年は︑この年施行の改正国民投票法に於いて︑憲法改正の是非を問う国民投票の投票年齢が︑その四年後 二〇一八年に満二十歳以上から満十八歳以上へ引き下げとなることが決まり︑更にはその他 選挙権を有する年齢 体をも︑現在の満二十歳以上から満十八歳以上へ引き下げるという法案が具体化した時期でもあることに気付く
（
2）︒このようなテクスト外の
















































は三〇四万六五〇〇人の計五一一万一六〇〇人であり︑一 六〇年の八二万九〇〇〇人から大幅 増加していることがわかる︒この変化からは︑単純に障害者が増えたというよりも 社会による障害という概念およびその症状の把握が︑その後五十年で大きく様変わし︑その適用範囲が大きく広がった であろうことが読み取れる︒昨今では︑障害者にまつわる視線や言説は 定義の是非をも含め︑社会的 法的に様々な議論がなされており こ よ な障害者表象に注目して大江健三郎 ついて論じたものも散見される
（
7）︒本論




















定義が一般的な病気のそれと一線を画するのは 障害とは﹁継続的に日常生活又は社会生活に相当 制限 受け ﹂ものであ とする
（
11）
















されたという事実に鑑みると︑ ﹁他人の足﹂に表象される﹁脊椎カリエス﹂と︑テクスト外に実在する脊椎カリエスという病の安易なクリシェ化を避ける必要があることは 改めて強調されなければならないだろう︒ま そ することで︑曾根博義が指摘するよ ︑大江の初期短編への評価が︑軒並み︑ ﹁監禁状態からの解放や屈服︑そして新生﹂などの﹁作家の自己解説の反復・敷衍・解釈にすぎない（
14）﹂可能性を検証することも必要となるであろう︒つまり︑










リエスという病にまつわ 言説や認識を丁寧になぞることによって︑このテク トを改めて脊椎カリエスという特有 病の視点から読みなおそうとするものであり︑このテク トの特徴を︑ ﹁化学療法ができ︑脊椎カ が不治の病ではなくな﹂ったからこそ 発生する回復の見込み ない麻痺 抱えた 患者の心性︑外部との
〘ママ〙
つながり得ないという絶望と監禁の快楽の入り混じった僕の心








にも述べたように﹁他人の足﹂というテクストの語り手の﹁障害当事者﹂性と︑タイトルにもあるような﹁他人﹂との狭間についてである︒実在する特定の障害を持つ集団を扱った であるにもかかわらず︑集団 他者︑疎外感などが中心に分析されることは多いが︑このテクストの﹁障害当事者﹂性︑つまり︑語り手に障害当事者が設定されていることを中心に論じた のはほとんどみら ない︒ ﹁他人の足﹂が︑同時期 大江の集団や疎外などを扱ったテクストと一線を画するのは︑まさ この 性に他ならないとも言える︒そしてこれは︑図 も︑そ 後 大江健三郎 小説の方向性にも繫がっていることを指摘したい︒　
数多ある大江健三郎作品の中でも︑特にこの短編を紹介しようと
するもうひとつの理由は︑江藤淳の言葉を借りるならば︑ ﹁他人の足﹂には﹁この作家 ほとんどすべて 主題 萌芽がかくされている（
15）﹂と考えるからで ︒これを考察するため︑ ﹁他人の足﹂とい
うテクストの構造を見てゆくことにしたい︒　﹁他人の足﹂は︑脊椎カリエスの未成年者病棟に入院している少
年たち七人の最年長者である﹁僕﹂を語り手として展開する物語であるが︑前述のとおり︑ ﹁僕﹂の年齢は︑ ﹃大江健三郎自薦短篇﹄ ︑およびその後に出版された﹃大江健三郎全小説
（
16）﹄で十六歳とされ︑















物語の終わりにも︑この看護婦による性処理の再開が描かれることから考えると︑ ﹁他人の足﹂は︑看護婦の性処理が﹁外部﹂からやってきた学生によって拒否され︑それが再び再開されるまでを描いた物語であると乱暴にまとめる ともできてしまう︒看護婦を含む彼ら病棟の﹁内部﹂ 住人は︑こ 性処理を﹁快楽﹂と呼んでおり︑ ﹁外部﹂から来た学生が唯一︑その行為を﹁犬みたいな扱い﹂だと憤るというコントラストを描いている物語でもある︒学生は︑この﹁扱い﹂に対抗するとして他の患者らと﹁運動﹂ 始めることになるが︑この政治的な運動をもって性と対峙す ような展開は︑その後初期 大江健三郎の小説群に頻出する政治と性へ 言及 多分に予見させ 展開 なって る︒ ﹁他人の足 に於いては︑政治運動に盛り上がっている間︑患者たちは︑看護師から 性的な 扱
い﹂を受け付けないのだが︑これは︑学生が再び﹁他人﹂となって病棟を去ってゆく物語の結末部分にも用いられ︑ ﹁僕﹂ら患者たちは︑学生が ると共に︑こ ﹁快楽﹂ 回帰してゆく様が描かれる︒このような﹁性 の問題 関しては︑後ほど改めて考察していきたい︒　
その他にも﹁他人の足﹂は︑その後の大江作品に共通する特徴を
いくつも保持しているが︑文体 形式レベルで こだわり そのひとつであると える︒たとえば︑こ テクストの登場人物たちは︑殊更個性を与えられる とがない︒テクスト中の話 言葉は︑カギ括弧はおろか傍線などの印すらも付けられるこ な 改行 みで示唆されており︑時に誰の発話か判断す こと 困難に るような表記となっている︒このよう の地 文への混入は︑大江健三郎の小説一般の特徴ではないことか ︑これが作為的な表記であることがわかる︒同時期に書かれた作品 中で同様 カギ括弧の省略は︑同じく﹃新潮﹄に約半年後に掲載された﹁人間 羊
（
19）﹂にも唯一見ら













































これに加えて︑その前のシーンでは︑現在かろうじて︑ ﹁僕﹂と他の患者らとを隔 ている﹁個室のドア﹂も︑近い将来取り払われるであろう とも伺い知れるような描写がなされているのだった︒特に﹃自薦短篇﹄以降︑十九歳から十六歳へと﹁僕﹂の年齢が引き下








らの集団に飲み込ま てしまう寄る辺のない﹁個 たちの間に雑音のように混ざり込んだ︑つかの間の葛藤だと言えるであろうし︑個と集団の対立という従来の読みの多くを裏書きす にもなろ ︒しかし︑同時に︑先述のように︑ のテクストは︑その語り手﹁僕﹂を脊椎カリエス患者という障害の﹁当事者﹂に設定していることが特徴的でもあることを思い起こしたい︒或るものは︑ 当事者﹂であるという一点に於いて︑その他の差異い んにかかわらず︑その当事者性故に否応なし 集団 飲み込まれるが︑そ 一方 ︑当事者でなくなったもの＝﹁個﹂は︑その途端に︑その集団 員
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となる資格を剝奪され︑異物となるしかなくなってしまう様を描き出してい 点に︑この﹁他人の足﹂というテクストの独自性があるとも言える︒先述の大島がその論で鋭く指摘 ているとおり︑限りなく不治に近かった﹁脊椎カリエス﹂という病が︑まさにこ テクストの創られた時代には︑不治ではなくなって来て たと うそダイナミズムが︑巧みに物語の転機として取り入れられているとも言えよう︒加えて︑今まで指摘されたこ いが︑学生が歩けようになったのが︑サンルーム ら見える﹁青く光る芝生の上﹂であったことと︑ ﹁他人の足﹂初 と同年に発足していた身体障害者団体の名が﹁青い芝の会
（
25）﹂であったことなど偶然の一致としても興











なテーマとなっ いることを確認しつつ﹁他人の足﹂ の﹁性﹂描写に注視する ︑未成年病棟であるにもかかわらず︑そこの住人らは︑多分に﹁性﹂に親 んでいることがすぐ見て取れる︒物語開始早々︑入所したての学生は︑五歳ほども年下であるはず 彼らに︑性的なからかいをうけているのである︒
















もが﹁それについては︑少年たちと同じ生活の変化を被﹂るようになる︒最初は徹底的に無視 れていた学生が﹁僕﹂以外の患者たちに受け入れられ始めるのは︑看護婦による性処理を拒んだことがきっかけとなっている︒皮肉 も︑ ﹁日常的な小さい快楽 を共有
しそこねたという事実を周知され笑われたことで︑学生はその集団に受け入れられるのである︒このようなアイロニカルな展開 ︑大江健三郎の の後の小説にも頻繁に見ら るようになる︒後述するが︑このようなアイロニーを多用する とでも︑大江のテクストは︑自らの用いる概念を固着させ を拒んでいることが指摘できよう︒大江健三郎の小説は︑そのテクストが自ら表象す を常に相対化し揺さぶりをかけ続けることで︑読み 安定化 自ら否定するような構造を持つことが多い︒大江健三郎 テクストにおけ アイロニーの多用は︑このような効果をもたらすも のひとつである だ︒　﹁他人の足﹂に於いて︑しかし︑その他のシーンでは︑ ﹁性﹂と学生は一貫して相反するものである のように描かれている︒ ﹁左翼新聞﹂に自分たちが投稿 た原水爆反対記事が掲載さ ﹁嬉しくて︑睡れない と︑消灯後に看護婦に連れ れてやってき 少女と学生との﹁脣の触れあう︑濡れた柔らかい音﹂がするキスシーンは︑その気配を聞きとりながら 怒りと共にありはするも ﹁優しい感情に充たされて﹂いく﹁僕﹂の描写 つなが ︑その性的な匂いを読み取ることをある程度阻んでしまう微妙な表現となってい ︒







おいて性処理は再び開始されるが︑これによって︑彼らの生活が再び﹁性的﹂なものに覆われて まうことが示唆さ おり︑そ は決して︑肯定的に描かれて いない︒先程この小説 ︑アイロニー的な要素を持つことに触れたが︑ ﹁他人の足﹂では 学生 よ﹁政治﹂的な活動も︑決して肯定的に描かれているわけではないことで︑このテクストは不安定 均衡を保つことに成功しているとも言える︒　
ここで忘れてはならないのが︑先程述べた﹁障害者﹂と﹁性﹂の









語る︑ ﹁病気は直さなければ ら いものよ︒あなたは︑歩かなきゃいけないのよ︒人間は歩くようにでき るでしょ
（
30）﹂というくだ






語り手の集団性によって その﹁正常 定義がずらさ ︑このテクストに於いて︑それらの語りを包括して る主たる語り手である﹁僕﹂は︑この﹁正常 性の議論には立ち入らず︑己の立場を示さず︑ただ傍観
（聴）
者として描写するのみに留めている点も︑この




の上に立﹂てないという事実は︑これも先程述べた﹁僕﹂の他の少年たちとの合流の未来を予測させる︒学生が︑ 贋もの﹂だったと語る﹁僕﹂の憤りからは︑こ ﹁正常 を融合してくれるかもしれないという期待 裏切りへの失意を読み取 こ も出来よう︒またここであえて︑ ﹁非人間的だと思った﹂とい 能動的な思考表現ではなく︑ ﹁非人間的に見える﹂という 不可避である を観察しているかのような妙に客観的な表現が用いられていることも見逃てはならないだろ ︒ここには﹁僕﹂の諦めに似 感情を読み取ることができる︒　
この︑ ﹁選択できない当事者﹂という問題は︑看護婦による﹁性
処理﹂のシーン も大変象徴的に表象されている︒ ﹁性﹂の快楽は︑この隔離病棟においては︑看護婦によってのみ与えられる ︑しかし︑表面上は︑彼女らによって強制されるこ はない︒彼らは自主的にそれを拒むことが許され い しかし︑先述のとおり︑ ﹁他人の足﹂に於いては︑彼らがこの生理的欲求を自主的に満たすこは実質不可能だとされている である
（
31）︒この構造によって︑ ﹁他人







の﹁性的処理﹂へ 嫌悪感である︒ ﹁他人の足﹂に於いて︑ ﹁性﹂は﹁卑猥な忍び笑い﹂や﹁下品な笑い﹂と共に表象されるべきものであって︑ ﹁人間の尊厳﹂を脅かすものとしてしか存在し得ない︒中でも看護婦らによる射精﹁支援﹂は︑先述のとおり︑ 他人の足﹂に於いては学生が子供の頃に 発情させて遊んだ﹂ ﹁犬 ような扱いであると感じた様が描写されることで︑それま この施設内で疑われたことがなか その行為 対する問題が一旦提起されることになる︒　
しかし︑その後︑それを理解した上での﹁正常﹂な行為としての
﹁性的処理﹂などは一顧だにされることは い︒そして結末部に於いてすら︑ ﹁僕﹂の﹁勝利の感情が消え﹂た後に再開されるそれは︑学生が来る前に戻ることの示唆として用いられ こ テクストには︑結局︑このような障害当事者
（当然﹁健常者﹂も同様に持ち得る）
選択としての性的処理行為を相対化する視線 欠如し いる である︒ ﹁他人の足﹂に於ける﹁性的処理﹂は︑学生が定義するよう ︑看護婦らの﹁遊び﹂とし ﹁与えられる﹂屈辱的行為 あり︑それ
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時代を考慮にいれ と︑こ 表象は る意味仕方のないものだとも擁護することはできるかもしれ ︒身体障害者への性的介助サービスである﹁ホワイトハンズ﹂ 代表理事 坂爪真吾が詳しく述べるように︑ ﹁他人の足﹂初出 一九六〇年代は の言葉を借りるならば障害者の性にとって﹁暗黒 時
（
33）﹂であり︑
一九四八年に施行され始めた優生保護法下 於ける知的・精神的障害者への本人の同意なしの去勢・避妊が行われており︑現在の訴訟問題へと発展していく時代であった︒ かし一方 ︑このテクストが︑改訂を経ても尚︑このよう 差別的視点 ら脱す ことができていないことは事実であり︑テクスト自体がこのような差別性を孕
んでしまっていることで︑現実の障害者への差別的視点︑すなわち︑障害の当事者は﹁性的行為﹂から完全に隔離されてあるべきであるというような思想を描き出していることは︑看過すべきではないあろう︒と同時に︑ ﹁他人の足﹂は障害者の﹁当事 ﹂を一人称の語り手として設定しているが故に︑ ﹁当事者﹂がこのような差別的視点を﹁内面化﹂し︑その に自ら加担してしまっている状態描き出せているこ も指摘されるべきな である︒　
このように︑ ﹁他人の足﹂というテクストの持つ差別性は︑時代



































































































































9）  ﹁せきついカリエス﹂ ﹃大辞林﹄第三版︑三省堂︑二〇〇六年︒大江健三郎と同郷の正岡子規が︑この障害で亡くなったことは有名で︑ ﹃墨汁一滴﹄
（一九〇一） ︑ ﹃仰臥漫録﹄ （一九〇一） ︑ ﹃病状六尺﹄ （一九〇二）などには︑背中に瘻孔がいくつも開く苦痛と︑それをモルヒネ 抑え 様子が赤裸々に描かれている︒原因菌である結核 いう病の︑文化・文学への影響は︑福田真人﹃結核の文化史﹄ （名古屋大学出版会︑一九九五年） ︑同氏の﹃結核という文化﹄ （中央公論新社︑二〇〇一年）など 詳しい︒尚︑大江は他にも﹁不満足﹂等で︑いたずらで転ばせた相手が脊椎カリエスを発症したなどの描写をすることがあり︑脊椎カリエスを具体的に知っていたというよりも︑後天的な下肢麻痺の障害を（かなり差別的な視点でも ）総称している可能性がある︒同時代 医師 福田敏雄﹁先天性脊椎癒合症
4
















































































































































































, vol. 12, 
W
inter 2014, pp. 20–22 ） ︒一方で︑その後︑
Yullizar らによるインドネシアで
の実態調査などが行われており︑若いナースらがこのような﹁性的介助﹂を行っている現状などが徐々に明らかになっている（
Yullizar et al., “E
thical 
V
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ead N

















































































































































































































































































































































































































































































































り︑ ﹁毛柔長﹂との説明から﹁毛長猿﹂という和名が付与されたと考えられる︒ ﹃新刊多識編﹄には むくげざる﹂ ︑ ﹃和漢三才図会
（
30）﹄












































































































































後で取り上げる佐脇嵩之﹃百怪図 ﹄ （一七三七写）巻末に﹁古法眼元信筆﹂と記されてい ことに対して︑ ﹁画の技巧は別として︑その風俗上より観る時は︑やはり享保元 頃のやうで︑とても足利時代のものとは受け取れない﹂ （本文一〇頁）と述べている︒また︑辻惟雄﹁化物づくし﹂ ﹃美術手帖﹄二四〇︑
 一九六四でも︑ ﹃百怪図巻﹄については︑ ﹁元文二年
















































































































































































































































































































































孫の三歳になりしを引さき喰ける︑家内驚きあわてける内にはたかに成てかけ出し︑近所の子共二三 つ み から山中に至り隠るゝ︑其後七年過て薪伐に出る農人 出合 弥作か事を尋し 見たるを絵に写⑪山城国あたり山の辺血洗 池より出る︑長 九尺人を数多食ふ︑牛かわすといふものと老人のかたりし⑫讃州志度浦の人釣に出け に此形 もの来 釣たる魚を喰ひしゆへ︑竿にて打けれハひしとしかみ付︑舌を出し ねふり︑或ハ爪にてかき骨計になし︑釣人の肉を喰ひ血を吸けるを︑数多たくミて︑後に飼付て打殺し る︑海坊主是なり
174
⑬嵯峨より京へ通る早飛脚夜道に仁和寺の前を通る女の首計木の枝にかゝりてにこ〳〵と笑ひける︑飛脚の者刀を抜追払ひけれは失て見えす︑其方角の小家に火の見えけれハそれをしるへに尋行水を乞ける︑主の女房横手を打只今まとろミ候内 夢に仁和寺の前に出けるを刀を抜て人の追付と見申候︑其追たる人 顔付其許に少共違ハすといふ 見れハ最前 首に少も違ハす 不思議におもひ其夜ハそこに宿しける︑然とも飛脚の者ハ少もまとろますありけるに︑女房す しね入 よとおもへハ︑糸のことき筋を引て首抜出あたりを廻る︑いわゆる
ろくろ首
是也︑常の女にも咽に輪








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名称 名称 場所 名称
1 見越入道 1 ▲
2 しやうけら 2 （僧） 越後国なまずが渕
3 へうすへ 3 山おし・足長猿
4 ぬれ女 4 （如此成者） 筑前国上座郡赤谷村 24 目ひとつほう
5 かわつは 5 （女房） 筑前国上座郡 9 うぶめ
6 がごぜ 6 毛坊 薩摩国浜の田
7 ぬらりひよん 7 毛長猿・狨 信濃国おし山
8 くはしや 8 カコセイ 尾州・大和の国 21 しやうけら（うわん？）
9 うぶめ 9 一寸坊・大頭 加賀の国 7 ぬらりひよん
10 ぬつぺつほう 10 （火） 筑前の国潮煎塚
11 わいら 11 ▲ 大和の国三笠山 4 ぬれ女
12 おとろし 12 ▲ 6 がごぜ
13 山びこ 13 スイ 15 わうわう
14 ぬりほとけ 14 飛鬼・髪切 出雲国 30 かみきり
15 わうわう 15 赤口 筑前国上座郡 22 あか口
16 夢のせいれい 16 ヲサカベノ一族 播磨国姫路の城下 28 野狐
17 山うは 17 猫また 肥前国 29 猫また
18 犬神 18 山姥 17 山うは
19 ぬけくひ 19 かもせい 尾州 2 しやうけら
20 山わらう 20 かこかさみ 薩州浦 3 へうすへ
21 うわん 21 （ヱビス） 信濃国 13 山びこ
22 あか口 22 しい 信州木曽 20 山わらう










名称 場所 名称 名称
1 へらほう・人犬 奥州 10 ぬつぺつほう
2 一寸坊・大あたま 加賀国 7 ぬらりひよん 9 一寸坊・大頭
3 ねこまた 肥後国 29 猫また 17 猫また
4 鳶鬼 出雲国 30 かみきり 14 飛鬼・髪切
5 かもせひ 尾州・大和国 2 しやうけら 19 かもせい
6 ▲ 大和国三笠山 4 ぬれ女 11 ▲
7 狒々 越後国
8 宗像御前の怨霊・ひでり鬼 筑前国宗像郡 6 がごぜ 12 ▲
9 異眼入道 吉野 1 見越入道
10 （母） 肥後国熊本 25 ゆふれゐ
11 牛かわす 山城国 11 わいら
12 海坊主 讃州志度浦 14 ぬりほとけ
13 ろくろ首 仁和寺 19 ぬけくひ
14 しゝこり 豊前国奈良林 12 おとろし
15 ▲ 播磨国姫路の城下 28 野狐 16 オサカベノ一族
16 （如此形のもの） 筑前国上麻郡林田 22 あか口 15 赤口
17 しい 信州木曽 20 山わらう 22 しい
18 猫股 陸奥国 18 犬神
19 雪女 奥州仙台～武州江戸 27 ゆき女
20 鬼土鼠 筑後国松崎山 23 うし鬼
21 ▲ 栂尾の山中 16 夢のせいれい
22 （スイ） 15 わうわう 13 スイ
23 そはおしき 鞍馬の山中 26 ふらり火 23 そばおしき
24 川太郎 筑前 5 かわつは
25 野守鬼 大和国 21 うわん 8 カコセイ？
26 牛頭馬頭の鬼・火車 肥後国嶋原 8 くはしや



















































































































































































術﹄に発表さ 好評を得た︒そして三〇年七月に改造社より﹃浪記﹄が発行されたが︑同年一一月には﹃続放浪記﹄も﹁新鋭文学叢書﹂として刊行 ︒ ﹁六十万部位うれた
（
10）﹂とされているよ

































































































































































































故宮を見たし︑天壇も見たが︑これらは︑一度見れば十分だろう︒私が好きなのは北平の秋だ︒北平の秋は︑時とともに移り変わり︑活気があっ 幽玄 つ不思議であり 霊的なものである︒　
私は︑西山の古き楓︑秋蟬の鳴き声︑陶然亭畔の白蘆ばか































































































































































られることから︑中国の人を意識したものであったといえる︒ただし︑こうした表現は翻訳上のストラテジーか︑あるいは﹁翻訳﹂自体が創作であった可能性など 考慮 て吟味す 必要がある︒　
この四二年をピークとして翻訳点数は減少するが︑ ﹃婦女雜志﹄
には本論の冒頭で示 た﹁日本女性作家作品特輯﹂が四三年に組まれた︒特集では﹁作者紹介﹂も示されている︒ここでは林芙美子が﹁現 日 女性作家の中で最も名望のある作家で︑われわれもその名を知っている︒ ﹂などと評価されている︒そして︑ ﹁事変前に中国を遊歴し
︹略︺
事変後および大東亜戦争が勃発して以来︑








﹁蘇門答臘： 〝西風之島〟 〝黃木之島〟這南國的名字！（待續） ﹂が紹介されたが︑原作﹁スマトラ
︱︱
西風の島﹂は︑林芙美子が
四二年に陸軍省報道部より南方へ派遣されたとき ことを示 た紀行文である︒その他 同年には﹃太平﹄ 小説﹁大學生﹂が載り︑ ﹃中國文藝﹄に小説﹁勿忘草﹂が掲載された︒　
翌四四年以降は︑ ﹃敦隣﹄に小説﹁肥皂﹂と﹁林芙美子歐行日記






















































王向遠﹃日本文學漢譯史﹄ （寧夏人民出版社︑二〇〇七年）には︑ ﹁ ﹃放






7）  ﹁抛棄﹂ （沈端先訳︑ ﹃新流月報﹄一九二九年第一期）と﹁在施醫室裡﹂ （沈端先訳︑ ﹃新流月報﹄一九二九年第二期） ︑ ﹁毆打﹂ （勺水訳︑ ﹃樂羣﹄一九二九年第一卷第二期） ︑ ﹁小貨攤兒﹂ （
岂
遥訳︑ ﹃創進﹄一九三七年新
一第七期） ︑ ﹁嘲諷﹂ （任鈞訳︑ ﹃文藝先鋒﹄一九四五年第九卷第三／四期） ︒
（
8）  ﹁煙草工廠﹂ （伯修訳︑ ﹃新流月報﹄一九二九年第二期） ︑ ﹁食堂底飯﹂ （竹舟訳︑ ﹃文學雜志﹄一九三三年第一卷第二期） ︑ ﹁決心﹂ （紺弩 ︑ ﹃作品﹄
207
中国における林芙美子の翻訳状況（戦前・戦時）










板垣直子﹁新興女流 ﹂ ﹃女人藝術﹄三巻九号︑ （一 三〇年九月一日） ︑
九七頁︒
（
12）  ﹁編後記﹂ ﹃婦女雜志﹄第五卷第一〇期（一九四四年一一月一日） ︑四八頁︒
（
13）  
崔萬秋﹁放浪記譯序﹂ （ ﹃放浪記﹄上海：新時代書局︑一九三二年） ︑二頁︒
（
14）  
崔萬秋﹁小引﹂ （ ﹃放浪記﹄上海：啓明書局︑一九三九年） ︑二頁︒
（
15）  

































































27）  ﹃讀書雜誌﹄一九三一年第一卷第一期︒朱雲影は﹁中條﹂ ﹁佐々木房子﹂
﹁窪川﹂と表記しているが︑本稿では﹁中条﹂ ﹁ささきふさ﹂ ﹁佐多﹂と表示した︒
（








32）  ﹁文学的短論﹂とは︑ ﹃文学的断章﹄ （河出書房︑ 九三 年四 ）のことか︒
（
















































雷熾の名は︑ ﹁日記﹂ （ ﹃田舎がへり﹄改造社︑一九三七年四月︑二三四



































がら分類すると以下のとおりになる︒小説は﹁雨天插話﹂ ﹁河在靜靜地流﹂﹁就職﹂ ﹁夫婦（待續～二） ﹂ ﹁初雷（未完～續） ﹂ （＊計三回連載） ﹁女僕的遭遇﹂ ﹁運命之旅﹂ ﹁大學生﹂ ﹁勿忘草﹂ ﹁肥皂﹂ ﹁就職﹂の計十四編︒身辺に材を取った自叙伝︑戦記︑ルポ類は﹁事變的回憶﹂ ﹁東戰場巡禮﹂ ﹁文
209
中国における林芙美子の翻訳状況（戦前・戦時）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8）  ﹃浄土宗大辞典﹄巻一（山喜房仏書林︑一九七四年） ︑一六三頁には次の如く解説されている︒
 
 
 一二七六年（建治二）ごろ京洛滞在中に﹃法事讃﹄ ﹃観念法門﹄の私記とともにこの書も撰述したと言われているが明らかでない︒しかし︑具疏相互の譲釈から見て︑この書が﹃法事讃﹄ ﹃般舟讃﹄の両私記より先の著作であることがわかる︒
（



























































































aro and the Spectacle of B
eauty （
Reaktion B




ai’i Press, 2007 ）
に続いて著した二冊目の浮世絵研究書となる︒















avis, Partners in Print: A
rtistic C













出版物が︑版元・絵師・依頼主・妓楼 どのよう 共同作業によって成立したのかを論じる︒彼らによって描かれた遊女の姿は︑当然ながら現実そのものではなく︑遊女のイメージ戦略のため作り上げられたものである︒著者は﹃吉原細見﹄といった同時代の資料と付き合わせることで︑絵の中に組み込まれているコードを読み解き︑調度品や衣装など 細部にまで遊女のステータスの
区別が付けられていることを明らかにする︒　
第三章では︑春画﹁袖の巻﹂をまず形式から論じていく︒巻軸
に仕立てられた横長の春画が︑実際にどのように鑑賞されるのか︒その鑑賞方法が読者の読み方を演出していると指摘する︒また︑春画という︑絵師名も版元名も明記されない地下出版物であ﹁袖の巻﹂の制作者について︑ （一）表現のスタイル︑ （二）製品の質︑ （三）活動のパターンから︑絵師を鳥居清長︑版元を西村屋与八と同定した︒絵師についてはこ までの研究でも とされてきたが︑それを丁寧な考証 よっ 裏付けた考察である︒ かし︑望むならば消費者側の実態についてさらに踏み込んだ考察があればと思う箇所もあった︒例えば春画 制作︑販売︑流通に関しては上野千鶴子の研究を引きながら︑ れらが男性の間で行われており︑市場に女性 存在はなかっ と前提して﹁袖の巻﹂の解釈を行っているが︑近年︑アンドリュー・ガーストル﹃江戸をんなの春画本﹄
（二〇一一）
をはじめとしたいくつかの研究によって︑
春画を女性も楽しんでいた事例が報告されている 女性も読者と想定した時︑ ﹁袖の巻﹂の読み解きも変わるのではないだろ か︒　
また︑著者は特定の時代・地域で制作され︑享受された春画を










と﹂ ︑あるいは﹁その作品の隣に何があったのか︑前後に何があったのかを視野に入れる必要性﹂である︒著者は︑博物館や美術館のストレージで絵師別に保管されている浮世 現代 分類から解き放ち︑作品 当時の社会へと組み直して読み解 ことを実践した︒絵師︑作者︑版元のコラボレーションに重点を置いて 浮世絵を総合的に考察することで各章 おいて新たな研究の展望を提示している　
本書は︑浮世絵や近世文芸を研究する研究者や学生に強くすす








































































































を描き出すことから始まる︒そのさい︑日本で人気のあるもうひとつの長距離走である駅伝にも絶えず言及する︒駅伝は大概十名以上の走者がたすきを渡して長距離を走り抜く競技であ ︒マラソンと駅伝を並置するこ により︑日本のマラソンランナーの記録が昨今頭打ちになっているのは︑日本では駅伝にあまりにもこだわりすぎているためではな か いう︑頻繁に論じられる話題へと読者の思索を向けているのかもしれない︒この議 の背後には︑企業や大学所属の長距離ランナーは駅伝をマラソンより優先させるため︑マラソンへの備えが十分 という広く行き渡ってい 見解がある︒長きにわたるこ 議論に対して 著者ヘイヴンズ教授 著名な駅伝指導者 コメントを引くこ で自説を提示しているように思える
︱︱
﹁外国人のマラソンランナー以上











主張してきており︑百年前には限定された大学で上級階級の男たちによって牛耳られていたスポーツが︑こうして完全に民主化されたのである﹂と書く時︑ヘイヴンズ教授は思想史家であ ︒同時に︑高橋尚子に言い及ぶにあたり﹁きわめて無駄の い足取りとほとんど上下動のない疾走フォームのため︑一方の脚が舗装路に触れた きにはもう一方のシューズの裏側が後続ランナー は見えないくらい なっている﹂と書く時︑著者は傑出したスポツライターであることを自ら証して る︒　
記しておくに値するさらなる特徴は︑著者が各資料を扱うさい︑






り抜いた︒一躍スターとなり﹁一般市民にランニングの愉楽 強く教え込む︑すぐれた競技者 一人 なった﹂
（
p. 105 ）︒谷川は︑

















































































ar Japan: Japanese N
ational Identity 












































































































































































































ムへ失意の転身﹂を書いたマーティン・ファクラーは︑かつては痛烈な調査報道の覇者だった朝日新聞を︑右派扇動家のいじめに遭ってしおたれた姿に描いてみせる︒しかしこの章から浮かび上がるのは︑イデオロギー スタンドプレーではなく︑真実と事実が勝利する強靱な日本のメディア環境だ︒ の失敗は標的にされたせいで なく︑証拠にもとづかぬで らめ 記事をゴリ押ししようとしたからだ︒だとすれば︑キングスト ら原告団はいったい何をそんなに騒ぎま っている か︒　
だがキングストンと仲間たちがすべてに間違っているわけでは







セックス・スキャンダル︑ひっきりなしに起き 失言などで安倍首相やその閣僚︑支持者を次々と叩 まくる︒無数にある既製服のアウトレ トから取り出した醜聞暴露のゴタ混ぜが創りだしたような︑反体制の陽気な私略行為の品評会を記者クラブ制度 防いでくれ いのは明らかだ︒安倍は日本のジャーナリズムを操る傀く
儡ぐつ
師であるというキングストンの告発が︑こうした事実によっ





























































先駆者の啓蒙活動︑児童雑誌の創刊︑教育制度の整備と作用︑児童読み物の登場︑文人による創作童話の誕生などのプロセスをみると︑恰もそれより十数年後の中国児 文学の 成︑変遷の軌跡をいちいち予告しているかのような錯覚を覚える︒本書は作家間の影響関係や あるいは思潮 流派の相互作用を実証する︑という意味にお ての﹁比較研究﹂ではなく むしろ一種の平行対照とい 手法で︑各段階における双方の典型事例に基づいて︑中日児童文学の生成︑発展における連続と断絶 偶然と必然︑内部要因と外部要因︑また両者の差異などを整理分析することによって︑中国の児童文学の特性と不備を浮き彫りに ︒以下はその各章の内容を概観して いささか評者 所感を述べさせていただく︒　
第一章﹁啓蒙者の設計﹂では︑福沢諭吉と梁啓超の啓蒙活動に











































ith keenest edges unuse’d,
Yet unsteeled by scathing fire; 
Lovely feet as yet unbruise’d 
O
n the w
ays of dark desire; 
Sw




































の描く神々の顔に静かで穏やかな子供の微笑みを浮かべさせたのである︒クリスチャン芸術家の中で︑偉大なるイタリアの彫刻家ミケランジェロは︑ある教会 内壁に描いた二枚の著名な天使 絵において︑子供らしい静謐についてもっとも注目すべき研究を残した これら天使の顔や身体は っぽいものだが︑これら 子供の目にすべての不滅の知恵︑かつてあった︑現にある︑あるいは今後もありうるすべての知識を見ることができる︒
　
ハーンの英文学講義録はその文学批評の一環として︑彼の批評















































































































































































遷をたどる︒中世社会は源頼朝について概ね肯定的に評価し︑承久の乱以降︑武士 支配を受容す 認識が社会で定着されていったという︒近世になると︑鎌倉幕府の誕生 日本 歴史上 画期とみて︑頼朝については﹁武家の始祖﹂であるだけでなく︑政治家としての能力を高く評価した︒近代歴史学が成立すると︑頼朝の置かれた時代的状況を重視しつつ︑東国武士を中世の開拓者として位 づけ︑幕府の成立 日本中世封建制 はじまりとみ 今日における一般的な理解が形成され と総括する︒　
第二部では︑ ﹁武威﹂の検討を通じて鎌倉幕府の成立と発展過程
について論じる︒第 章では︑ ﹁武威﹂の創出という観点から鎌倉幕府の歴史的意義を検討し︑中世社会における﹁武威﹂の観念を追跡する︒文人優位の政治理念が普遍的であった東アジア 界からみると︑日本の中世武士政権は﹁非正常﹂で例外的な存在で
あったことを前提として︑武士は自らをどのように位置づけていたのかを分析する︒その結果 十世紀以降に武士が出現して以来︑﹁武威﹂が社会の中で正当なものとして認定され︑武士の成長とともに﹁武威﹂に対する自負が生まれたという︒平氏政権 成立より︑武士は事実上公家と対等な地位を獲得したが︑それは朝廷の支配体制 依存するという限界 持ってい ︒一方︑源頼朝幕府 ﹁武威﹂を広めていき︑朝廷 全国の武士 ちに認識させた︒頼朝 （征夷）大将軍﹂就任は︑軍事政権の﹁武威﹂を象徴する地位を得たことを意味する︒すなわち︑鎌倉幕府成立の最大の歴史的意義は︑ ﹁武威﹂によっ 国家に正当性を たせたこあると指摘する　
第二章では︑ ﹁武威﹂の展開において承久の乱における勝利が重










あった北 は 政 存立 根拠と正当性を獲得する必要から︑頼朝の善政・ 思想を継承した︒北条泰時の時代 なると︑ ﹁撫民﹂は積極的に主張され 北条時頼 代に絶頂 達 た そして武士政権である鎌倉幕府の支配理念において﹁武威﹂は不可欠な要素であるが︑ ﹁撫民﹂という普遍的な統治理念が伴ってはじめて完結すると主張する︒　﹇補論﹈は﹃吾妻鏡﹄の史料論である︒ ﹃吾妻鏡﹄は東国を基盤




















































ポットライトが当たるのは︑母となる日を待つ日本の妊婦たちの経験だが︑これは今まで気づかれずにきた刺激的で独創的︑挑発的なジャンルだ︒おまけにこの本 読み物として楽しい︒切れの良い︑いきいきした文体で︑専門用語もさほど多くない︒言語の複雑さへの感度の良さと︑口語日本語 英訳の適切さも印象的だ︒ホラー︑ファンタ ー︑短編 小説 回想録︑マンガをつうじて著者が誘う旅路は 学部生を刺激し魅了する とだろう︒　
処女作において︑さまざまな社会問題や懸念を扱う五人の作家
をとりあげた著者は 本書でも同じひな型を用いた︒主軸となるのは公言することのできない嫌悪︑つまりすべての母親が︑生まれる前と後の赤ちゃんに喜びや愛情を じるわけではな という
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p . 48 ）︒
　
最終章では︑やはり予想どおり︑日本研究の学部生なら誰の読

































pp. 163, 169 ）︑近代日本の女性性がただ
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リー・ハルトゥーニアン︑酒井直樹︑ヴィクター・コ ュマンらがいる︒その理論的立場は︑マルクス主義であったり自由主義であったり︑あるいはポストコロニ リズムであったりカルチュラル・スタディーズであったりと︑人によって相異なる︒しかし︑﹁実証主義が中立的である﹂というような単純な客観主義的な立場は取らず︑現代の社会状況へと批判 に介入する批評理論に何ら
かの形でコミットしている点で︑シカゴ学派としての共通性が見られる︒　
それは︑この学派の推進者たちの多くがアングロ・サクソン系
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本書のタイトルをなす﹁資本 変態 は﹁価値 増殖をなす自立的な運動体﹂ ︑すなわち の運動によって生み落とされたプロレタリアートという主体がその資本の運動によって疎外される過程を意味するものでもある︒　
一八九七年に生まれた宇野はマルクス主義の論客として︑東北








に渡部義通を中心とする﹃日本歴史教程﹄グループであった︒ ﹃日本歴史教程﹄は︑一九三六年から三七年にかけて刊行されたマルクス主義 観に基づく原始・古代日本の 史書である︒この本が天皇制国家の歴史を扱わざるを得なかった理由は︑万世一系という歴史的由緒を説く天皇制に思想的批判を加えるためであり︑そこに近代日本ならではの事情を見ることができよう︒　
そこでは︑ ﹃日本資本主義発達史講座﹄が先駆けて一九三二～
三三年に刊行されていたにもかかわらず︑マルクス主義と歴史学の関係に焦点を当てようという目論みもあって 同書をめぐる日本資本主義論争はほとんど扱うことはできなか た︒それが︑同じシカゴ学派の流れを汲むウォーカー よって︑現代思想の視点から本格的に再評価する試みがなされたのである︒この書評では︑日本歴史教程グループの流れを汲む研究を射程に収めながら︑ウォーカーの議論に沿って宇野による資本主義論の特質を明にしていきたい︒　
労農派と講座派の違いは︑第二章でウォーカーが振り返るよう
に︑日本資本主義論争をとおして明確な姿を現わした︒それは日本の明治維新が絶対主義革命であったのか︑ブルジョア革命であった かという主題をめぐっての論争であった︒講座派が主張するように︑ 天皇制と う絶対主義王権を軸とする絶
286
対主義革命であったとすれば︑明治期の日本はいまだ十分な資本主義段階に移行していなかったことになる︒イギリスをモデルとする西ヨーロッパに比すると停滞した社会であり︑ブルジョア革命を遂行しなければ資本主義が実現しない と考えられた︒他方︑有産市民による革命であるブルジョワ革命であると労農派のように理解すれば︑日本はす 資本主義社会に移行していたことになり︑天皇制は絶対主義国家のシンボ ではなくなる︒　
しかし︑本書でウォーカーが議論の軸に据えた宇野弘蔵は︑一


















高さを含意するものであり︑ウォーカーは﹁無限に循環する資本の動き﹂ 言い表わそうとした︒他方︑ ﹁変態﹂はそうした崇高なる働きに反するような︑ ﹁物神化された資本の制御不能さ﹂を捉えた言葉である︒この物神化は︑ ﹁資本関係の外化﹂として﹁資本は常に利子を生む﹂働き 指すと宇野は説く
（
2）︒それを引き受けて︑





















































特殊性と普遍性の関係をグローバル性と︑日本 有 農業問題を含む国民 の逆説的 もとで考察し直した﹁第五章
　
歴史







































捉えた︒原や芝原ら単系発展説を取る立場もまた︑同一の時間上の先行型である西欧と︑その逸脱型であ アジアという理解 点では︑やはり普遍と特殊 いう理解を取っていた︒労農派にしても︑宇野からすれば︑明治維新をブルジョワ革命として規定した上で︑その後進性を否定しがたいものと認める点 は講座派と立場を同じくする︒　
それでも評者の理解するところでは︑アジアのすべての地域が
後進的であると理解 立場は︑日本では少なかった︒日本はアジア的な特殊性の一部でありなが も︑ ﹃中世的世界の形成﹄を執筆した石母田正のように︑日本は特殊なアジア的後進の を離れ︑普遍的世界に参入す 道を選ぶという理解も一般的であった︒あるいは平野義太郎のように︑マルクスをウィットフォーゲル水の理論と結びつけることで︑日本をアジアの中の例外として︑その後進した世界を打ち破る覇者として思い描く者もいた︒それが︑かなり 数のアジア的生産様式論者たちが八紘一宇を唱える大日本帝国主義者に転向した理由でもあった︒　
だが︑宇野の研究にとっての核心は普遍と特殊という対概念で











理念であるとともに︑反復可能な のとされた︒他方︑段階論は各地域におけ 歴史的発展の具体的諸段階を扱う︒現前不能な原理が の状況のも ︑固有 形で分節化された局所性 問題を扱う議論を指した︒　
ここにおいて︑普遍と特殊の関係に関する認識は根本的な変化


























扱う第三章では︑世界史の基本法則であ 資本が国民という特異性の形成 通してこそ現われ出る過程 ︑ウォーカーは宇野に導かれて思考する︒特異性としての民族論 一九五〇年代初頭 マルクス主義歴史学 席巻した論争において︑羽仁派の井上清やその流れを汲む北山茂夫が︑戦前の軍国主義体制を想起させるものとして民族概念を退けたのに対 ︑渡部義通派の藤間生大や石母田正が民族とマルクス主義を結びつけ 言動の中にも鮮明に見て取れる︒　
ウォーカーの視点に立ったとき︑羽仁派は特殊と普遍の二項対
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立の枠組みで考える普遍主義者であり︑自らの鬼子としての特殊主義者を藤間らに見出していたことが分かる︒それは羽仁が日本をアジア的な後進性のもとに捉える立場に ったこととも符合する︒しかし︑藤間らが果たして特殊主義者であったかどうか 別の問題である︒こうした要素を含みながらも︑民族問題を特異性の理解へと開こうとしてい ことも︑後の藤間の東アジア論への展開を鑑みた きに明らかに る︒だとすれば民族 という批判は︑民族問題を扱ったから不適切だ いう意味ではなく︑その特異性を特殊性として論じ 場合 批判されるべき事柄な である︒　
ただし︑天皇制の歴史的由緒の正しさを否定する立場を説くマ
ルクス主義歴史学者は︑自らの立場のほうが天皇制よりも古民族本来の立場を代理表象する立場に立つとい 言説 呑み まれていく︒実 ところ︑言葉足らずながらも羽仁派のマルクス主義者が懸念したのは︑そうした歴史的本来 を説く立場こそが天皇制の論理と何ら変わりのないものであるという点であったと推察される︒　
たしかに︑議論が同質性のみに傾いたときに︑物神化という名









と呼ばざるを得ない認識を作りだす︒マルクス主義による経済学批判の肝がそこにある︒下部構造なき上部構造論では観念的なヒューマニズムに留まり︑資本主義の現状分析に基づく有効な社会批判を行なうことはできない 宇野がレーニンの帝国主義論やヒルファーディングの恐慌論 マルクスの資本論と併せて批判的に読まなければなら かった理由も︑そこにある︒　
ウォーカーや宇野による認識論的な実体主義の脱構築は︑社会






































































められる主体 とは︑ラカン 言うような︑あくまで空洞なメタファーとしての主体であることを見過ごしてはならない︒宇野によるマルクス解釈の議論に従いつつ ︑主体 理解 おいてもウォーカーは︑その働きを両義的な反復過程としてドゥルーズやデリダのポスト構造主義的な思考のもとに捉えてい のだ︒　
さらに第四章の後半でウォーカーは︑ドゥルーズの反復の思想













どのような対応を見せるのかについては︑本書でも答えが準備されることがなかった︒宇野は商品経済が近代以前にも存在しており︑それが各時代の生産様式の純粋な原理形態をとることを妨げ︑その生産様式を解体する働き なしてきたと述べ いる︒しかし︑奴隷制や農奴制が資本主義における労働力の商品化のように︑何らかの独自の経済論理を有 ものなのか ︑分析対象が経済学としての資本分析であ ゆえ論じられてはいない︒その点では経済学と歴史学の 断は︑現在も一九三〇年代とさほど変わらない︒　
本書も含めて︑起源の学としての歴史と差異の学としての経済
学をどのように組み合わせるか︒あるいは差異の学として 価値形態論 史的唯物論 中に組み込み︑歴史的起源の両義性を力動的に分析していくのか︒すべてはこれからである︒かつて野呂栄太郎と渡部義通が岩田義道のもとで共に志した唯物史観の﹃日本通史﹄を実現するためには︑起源論 差異論の歴史的軸における組み合わせ ﹁逆説的﹂なかたちで試行しなければならない︒起源論は価値論の説く差異と のシニフィアンという視点によって︑歴史的 来性という論理そのも を解体す 必要があるのだ︒
　
この逆説性ゆえに︑ウォーカーが言う﹁差異の中での同質﹂な

































国男の民俗学 戸坂潤のマルクス主義風俗 を逆説的に接合させた日本近代批判論を︑西洋中心主義に陥らないかたちで発展させる試みとして評価す ことも可能だろう︒　
ハルトウーニアンこそ︑マルクス主義歴史学者を含めて︑近代

























Transcription of the Shōmyōji Text, Ōjōraisan kōmyōshō 
SATAKE Shinjō
In this paper, I survey a text known as Ōjōraisan kōmyōshō, which belongs to the creed kept in 
Shōmyō-ji Temple, which is under the supervision of Kanagawa Prefectural Kanazawa-Bunko 
Museum. Kakumyōbō Chōsai, a disciple of Hōnen, wrote this text. The text contains an inscrip-
tion regarding the year of composition (namely, 1268), which means that it can be situated as one 
of the earliest commentaries on Ōjōraisan, and is therefore of historical value.
 The author, Chōsai, became Hōnen’s disciple very late in his teacher’s life, but as he later 
formed a new school, called the Kubonji School, he is regarded as one of Hōnen’s most important 
disciples. However, due to the fact that the Kubonji School vanished shortly after its formation 
and most of their texts disappeared along with it, this made it very difficult to know who Chōsai 
was. In such circumstances, a number of texts including Ōjōraisan kōmyōshō were found by a 
research group during the Showa era. Since then, Chōsai’s importance has been broadly recognized 
in academia, and more researches on him have been anticipated. Yet, there were only a few papers 
done prior to my study on this matter, showing that there is much more work to be done on 
Chōsai. Also, it is important to note that there was a significant influence from Ryōchū, the third 
patriarch of Jōdo School, who was active during the same time as Chōsai, according to his untran-
scribed documents. With my research, I believe that Ōjōraisan kōmyōshō could be a valuable docu-
ment that provides clarification as to the relationships as well as the ideological similarities and 
differences found between Honen’s disciples.
 As the first step in examining and introducing this transcription, I will show just who 
Chōsai was as well as the development of the Pure Land School during the medieval era of Japan. 




anti-Japanese sentiment. Most works were published in magazines issued in the Japanese Occupied 
Areas, and were intended to gain readers’ understanding of Japan’s invasion, to promote Japanese 
literature, and to make the Japanese more approachable.
 In addition to elucidating the translation situation, this paper illuminated an aspect of the 
exchange among Japanese and Chinese literati through clarifying the exchanges between Fumiko, 
the translator Cui Wanqiu, and the editor Zeng Jinke from letters. Furthermore, it was possible to 
confirm that “The Autumn of Beijing,” which is not included in Fumiko’s Complete Works, was 
published in a translation by Tao Zhicheng. This article reveals that Fumiko visited Beijing in 1936 
on behalf of the publisher Kaizōsha, and also indicates the need for a reconsideration of her 
chronological record, including this stay in Beijing.
Keywords :  Fumiko Hayashi, Chinese translation, Hōrōki, Cui Wanqiu, Zeng Jinke, literati exchange, “The 















































Translations of Hayashi Fumiko in China Before and During the Second 
Sino-Japanese War
ZOU Shuangshuang and NODA Atsuko
This article is an overall survey and description of the Chinese translations of Hayashi Fumiko’s 
works before and during the Second Sino-Japanese War. In addition to the features of the transla-
tions, it discusses the exchanges between the author and her translator and editor, as well as points 
to be reconsidered in the chronology. This survey mainly uses the Chinese databases “National 
Newspapers and Periodicals Index” and “Dacheng Old Journal Full-text Database.” The original 
and the first appearance of each search result were checked and compiled into a “List of 
Translations.” Detailed information on the magazines was also compiled into the table “Basic 
Magazine Information.”
 People began to read Fumiko’s works in China from 1931 on, with Cui Wanqiu’s transla-
tion of Hōrōki (Diary of a Vagabond). In the early 1930s only short stories were introduced, but 
autobiographical works and serial novels began to appear from 1936 on. After the Second Sino-
Japanese War broke out, Fumiko became a military writer, with translations focusing on her 
reportage and autobiographical work rather than novels. A few works were published in magazines 
issued in Shanghai between 1937 and 1941, when Shanghai had not been fully occupied by Japan 
yet. These works, containing pathetic depictions of the war, were translated in support of 
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論文要旨・SUMMARIES
Nagaoka Tamon, ca. post 1700, hereafter referred to as Nichibunken scroll) is rare among Kanō-
school monster scrolls in that it includes text. In this article, I compare the Nichibunken scroll 
with two other illustrated handscrolls also featuring text, the anonymous Bakemono-zukushi emaki 
(“Compilation of Monsters Illustrated Handscroll,” collection of Mr. Kunimatsu Yoshiyasu, ca. 
post 1700, hereafter Kunimatsu scroll) and the anonymous Kaikidan ekotoba (“Weird Tales in 
Words and Pictures,” collection of the Fukuoka City Museum, Late Edo–Meiji periods). Through 
such a comparison, I consider the distinctive features of each scroll and the connections existing 
among the three.
 I first identify the basic facts concerning the three scrolls and then engage in a comparative 
analysis. The comparative analytical perspectives I take include: 1) comparing the texts found in 
the Nichibunken scroll and the Kunimatsu scroll; 2) considering monsters not included in other 
Kanō-school lineage scrolls; and 3) the relationship between the later Kaikidan ekotoba and the 
Nichibunken and Kunimatsu scrolls.
 With regard to 1), I examine the usage of monster names found in typical Kanō-school lin-
eage scrolls. Both scrolls here employ text that contains the names found in other Kanō-school lin-
eage scrolls. However, even when both scrolls use the same name for the same monster, the content 
of the relevant text can differ, or conversely a monster can be referred to by a different name 
depending on the scroll.
 As for 2), there are cases in which both the Nichibunken and the Kunimatsu scroll identify 
monsters that are not only different from those found in typical Kanō-school lineage scrolls, but 
differ from each other as well, thus presenting examples of monsters unique to each scroll. While 
identification of the particular legend connected with these monsters has not yet been achieved, I 
have been able to gather multiple clues that can be of reference. Here I point out that not all of the 
passages in the scrolls are completely the creation of the author.
 As for 3), an examination of the texts demonstrates that Kaikidan ekotoba can be identified 
as being strongly influenced by such strains of the Kanō-school lineage as the Nichibunken and 
Kunimatsu scrolls. 




　   附：「翻訳作品一覧表」「訳文掲載誌の基本情報一覧表」
鄒 　 双 双 


































“Compilation of Monsters Illustrated Handscrolls” in Japan:  
Consideration for Shokoku yōkai zukan in International Research 
Center for Japanese Studies
KIBA Takatoshi
The subgenre of illustrated handscrolls referred to as “Compilation of Monsters Illustrated 
Handscrolls” (Bakemono-zukushi emaki), created mainly by Kanō-school artists and providing 
names and physical features of monsters, are a distinctive aspect of Edo-period Japanese culture. 
The scroll in the collection of the International Research Center for Japanese Studies (Nichibunken) 





















Ōe Kenzaburō’s “Tanin no ashi”:  
The Narrator being the Individual Tōjisha
SHIKATA Shūko
Ōe Kenzaburō’s 1957 short novel “Tanin no ashi” (Someone Else’s Feet) is a story of teenage spinal 
caries patients living in an isolation ward. Although published early in Ōe’s novelist career, the 
short story already contains features of Ōe’s later novels. One such feature is the narrative view-
point: the tale is told by boku (I), the oldest spinal caries patient in the ward. This paper focuses on 
this first-person narrative and analyses how it is effectively used.
 Ōe called “Tanin no ashi” “a reflection on living within closed walls as a symbol of isolation 
and confinement,” a description promoted by well-known critics such as Etō Jun and Kōno 
Toshirō. However, by ignoring the story’s central feature—a first-person narrative of a person with 
a disability—such readings undervalue the uniqueness of this story.
 This paper reviews previous studies to show that by incorporating the dynamics of an era 
when medical therapies for spinal caries were rapidly changing, Ōe effectively depicts an “individ-
ual” escaping the community to which he had belonged.
 The novel also shows a clear prejudice against the sexuality of the disabled—in this case, the 
spinal caries patients. It describes their sexuality and sexual behavior as obscene. By doing so, how-
ever, the novel subtly demonstrates how the disabled themselves can internalize discriminatory 
attitudes. An understanding of such ambiguities is essential for any analysis of Ōe’s novels.
Keywords :  Ōe Kenzaburō, “Tanin no ashi,” first-person narrative, tōjisha, handicapped
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accordance with national policy. As well, previous studies have barely addressed the question of 
how the meaning of the text changes in context due to the amendments and censored characters 
included when her work was anthologized after its first editions. The analysis of this, however, 
leads us through the relations between women and war, offering an opportunity to deepen the 
debate on wartime.
 “Beijing Travelogue,” which was published immediately after the Xi’an Incident (in Kaizō, 
vol. 19, no. 1, January 1937), includes images of chishiki fujin (intellectual women) and fujin 
taishū (women of the masses), visualizing the connections between women and war. It was subse-
quently anthologized three times between 1937 and 1939; the variant “Travels in China” was pub-
lished in Chinese in January 1940 (Kabun Osaka Mainichi, vol. 29, Osaka Mainichi Shinbunsha). 
It is here confirmed for the first time that “Travels in China” was reprinted a year later in Sekai 
gahō (vol. 17, no. 1, Tokyo: Kokusai Jōhōsha); however, the article composition was changed at 
this time. The publication details above are relevant to the period in which national policy and josei 
kaihō shisō (emancipation of women) were involved.
 With confirmation of each stage of the changes in meaning in context of various texts on 
women, this analysis focused on chishiki fujin and fujin taishū. Regarding the connection with josei 
kaihō shisō, contradictions appeared almost immediately with regard to fujin taishū and did so 
eventually as well with chishiki fujin. As well, a hierarchy was found to exist between the two. That 
is, the representations of women addressed by this paper reveal that women were caught up in the 
war based on the various stances derived from this intra-women hierarchy, as josei kaihō shisō 
became a mirage. The latent presence of the patriarchy maintained the position within the house-
hold of men as they became soldiers. “Beijing Travelogue” and “Travels in China” make it clear 
how important women and their representations were in wartime.
Keywords :  Hayashi Fumiko, “Beijing Travelogue,” “Travels in China,” war cooperation, military-aligned 
writer, anti-Japanese, patriarchy, josei kaihō shisō (emancipation of women), fujin taishū (women 
of the masses), chishiki fujin (intellectual women)
〈研究論文〉
「他人の足」――当事者であるということ
四 方 朱 子




















　西安事件直後に発表された「北京紀行」（『改造』19 巻 1 号、1937 年 1 月）には、「知識婦人」
像と「婦人大衆」像が示されており、女性が戦争とどう結びついていったのかが見出せる。
同作は発表後、1937 年と 1939 年時の書籍に計 3回収録され、1940 年 1 月にはヴァリアント
の「中国之旅」（『華文大阪毎日』29 号、大阪毎日新聞社発行）が中国語で発表された。一年後「中













Representations of Women in Wartime: A Study of Hayashi Fumiko’s 
“Beijing Travelogue” and “Travels in China”
NODA Atsuko
The writing of Hayashi Fumiko in her aspect as a military-aligned writer tends to be discussed 
with a focus on the conflict in her wartime cooperation. However, at the time, many newspapers 
and magazines supported the Sino-Japanese war, laying the groundwork for the Pacific War. 







“Neo-Confucianism of East Asia” and Yi T’oegye in Modern Japan: 
Debates on Yi T’oegye by Kimon and Kumamoto Practical Learning 
Schools and “Morality”
KANG Haesoo
This article explores the trajectory of research on Yi T’oegye’s philosophy in modern Japan with a 
focus on Abe Yoshio (a representative scholar of Yi T’oegye) who published a book entitled Yi 
T’oegye in 1944 when he was an assistant professor at Keijō Imperial University. By examining 
what both the scholars of the Kimon (Yamazaki Ansai) School and those of the Kumamoto 
Practical Learning School discussed about Yi T’oegye’s philosophy, I find that Abe actually com-
bined the interpretations of both schools, which maintained different academic orientations, into a 
coherent whole. Before Abe synthesized the interpretations of both schools, Oka Naokai (a disciple 
of Kusumoto Sekisui who was a Confucian scholar in the Hirado domain of Hizen) had already 
suggested such synthesis in his edited volume Kimon gakumyaku keifu furoku in 1940. Oka’s vol-
ume clearly showed that both Yamazaki Ansai (Kimon School) and Motoda Nagazane (Kumamoto 
School) had already been influenced by Yi T’oegye.
 When seen through the key concept “morality,” the debates on Yi T’oegye in the 1940s had 
little to do with discussions of Yi T’oegye that had unfolded in the Meiji period. Instead, Abe’s 
interpretations of Yi T’oegye’s philosophy from the perspective of “morality” were rather grounded 
in a variety of discourses that gained currency in Imperial Japan and Colonial Korea. Abe charac-
terized Yi T’oegye as “the founder of morality studies in the peninsula, the pioneer of moral phi-
losophy” and related Yi’s philosophy to the theories of morality proposed by Yamazaki Ansai and 
Motoda Nagazane, respectively. In particular, Abe tried to shed light on Yamazaki Ansai’s thought 
from the perspective of “morality.”
 In this article, I contextualize how the interpretations of Yi T’oegye’s moral philosophy, 
which the Kimon scholars and Kumamoto Practical Learning scholars (who are often discussed in 
the context of “Imperial Rescript on Education”) proposed, were closely interconnected.
Keywords :  Neo-Confucianism of East Asia, Morality, Yi T’oegye, Abe Yoshio, Yamazaki Ansai, Kimon 
School, Kumamoto Practical Learning School, Yokoi Shōnan, Motoda Nagazane, Imperial 
Rescript on Education, Matsuda Kō
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論文要旨・SUMMARIES
of art after his visit to India, which led him to oppose Western perceptions of art influenced by 
theories of social evolution and development stages of arts such as those of Spencer and Hegel. 
Chapter 4 examines the correspondence between Okakura and Vivekananda and other material 
found in Japan and India to gain insight into their relationship and ideological exchanges. Chapter 
5 examines Vivekananda’s interest in Indian art history and his critical view, which was influenced 
by the historic controversy between the British scholar James Fergusson and the Indian historian 
Raja Rajendralal Mitra on the issue of the Greek origins of Indian art in the 1870s. Chapter 6 dis-
cusses the ideological exchanges between Okakura and Vivekananda regarding the various issues of 
cultural exchanges between the west and the east. Chapter 7 examines their shared interest in the 
development of Asian art history and concludes the paper.
Keywords :  Okakura Tenshin (Kakuzō), Swami Vivekananda, Bengal, British Raj, Social Darwinism, Pan-
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Ideological Exchanges between Okakura Tenshin (Kakuzō) and Swami 
Vivekananda on Asian Art History: Issues of the Social Evolution 
Theory and Greek Origins of Indian Art
TOGAWA Masahiko
Okakura Tenshin (Kakuzō), a renowned pioneering art historian of modern Japan, visited India in 
1902 to explore the origins of Buddhist art in Asia. During his nine-month visit in India, he stayed 
at the Belur Math in Calcutta and met Swami Vivekananda, a leading Hindu reformist of modern 
India and particularly being famous for his addresses at the Parliament of the World’s Religions in 
1893 in Chicago. 
 This paper examines Okakura’s view on the history of art in India, and more generally in 
Asia, as formed under the influence of Vivekananda’s thought. Vivekananda was considered to 
inspire him new perspectives on the development of Indian art history, such as a critical view of the 
theory of Greek influence on Indian art and a deeper understanding of its internal developments. 
Through Vivekananda’s discourse with Okakura at the Belur Math, Okakura deepened his under-
standing of the ideological unity and unique development of Asian arts and formulated a counter-
argument to Euro-centric notions of the development of art based on the social evolution theory 
and development stage theory proposed by Herbert Spencer and Fredrich Hegel.
 The outline of the paper is as follows. Chapter 1 discusses his perspective on the issue of the 
historical relation between Japanese Buddhist art in the Nara era and classical Greek art. Chapter 2 
examines the biographical studies of Okakura to illustrate his view on Asian arts and their develop-
ment during his lifetime. Chapter 3 discusses the change in Okakura’s views on the development 
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because this rhetorical device is closely related to the vocabulary and structure of the Japanese lan-
guage. There are many cases where the two sides of the poem, namely the landscape and the 
human relation, are involved mainly by their sounds and it is difficult to find some common 
nuances. While, in the former translations, there were many efforts and ingenuities applied to 
transmit these pivot words and word associations (engo), we cannot say that these problems are 
completely solved. In these waka poems with two contexts, several pivot words are used and we 
can often see them with word associations. In addition, there can be various relations between the 
two contexts: there are poems in which the two contexts have almost no common points except for 
their sound but, in other cases, we can find some common nuances.
 We considered translation methods of waka poems with two contexts, especially some 
examples in which we can hardly find out some common concepts in their content. Then, because 
the mother language of this thesis’s author is Hungarian, we tried some Hungarian translations of 
these waka poems.
 First, we discussed the nature of pivot words by citing the main results in previous research 
in the field of rhetoric focusing on homophonous words. Then, we investigated the translation 
methods of waka poems with two contexts through the former English and German translations 
of waka poems in the Kokin wakashū, the Shinkokin wakashū, and the Hyakunin isshu, and found 
11 types of methods. We analyzed these 11 methods by showing examples, then presented some 
issues applying them poses. Finally, we suggested some translation methods which may be capable 
to transmit waka poems with row of pivot words and word associations more precisely and tried a 
few translations of these waka poems. The conclusion of our consideration is that waka poems 
with two contexts could be most precisely transmitted to a Western language if we try to translate 
them by an allegory with actualizing the landscape through words which at the same time suggest 
human relation. This could be realized mostly by choice of words and personification.
Keywords :  classical waka poetry, pivot word (kakekotoba), word association (engo), waka poem with two 








































About the Method of Pivot Word’s Translation:  
Focusing on Waka Poems with Two Contexts Using Row of Pivot Words 
and Word Associations
FITTLER Áron
In this thesis we investigated translation methods of waka poems with two contexts (namely, land-
scape and human relation) and suggested some new methods to innovate these waka poems’ 
translation.
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